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第 4章   廃棄物性状等調査 

4-1 廃棄物性状等調査方法 

廃棄物性状等調査は、埋立廃棄物量等調査で実施した高密度電気探査（以下、「既往高密

度電気探査」という。）結果を補完し、廃棄物の分布状況を把握するとともに、有害物質の分

布状況を把握するため、ボーリング調査，廃棄物・土壌汚染分析，地下水位・地下水分析お

よび発生ガス調査を実施した。 

 

4-1-1 ボーリング調査 

ボーリング調査は、既往高密度電気探査を補完するため、埋立廃棄物の性状の把握，自然

地盤を確認するために実施した。併せてボーリングコアより、廃棄物・土壌汚染分析のため

の試料採取および地下水位・地下水分析のための観測井戸の設置を行った。 

ボーリング調査から観測井戸の設置までは、図 4-1-1 に示すフローで実施した。 

 

 
 

図 4-1-1  ボーリング調査のフロー 
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1) 調査地点の選定 

(1) 既往高密度電気探査結果に基づく選定 

既往高密度電気探査の結果、当処分場に埋め立てられた廃棄物は、電解質を多く含んだ

廃棄物で構成され、周辺から表流水や地下水が流入して形成された保有水で満たされてい

ることが推定された。埋立廃棄物量を算出するに当たり、調査の結果から 6～10ohm.m 程

度以下の低比抵抗分布エリアには廃棄物が埋め立てられていることが想定されたが、より

低比抵抗帯が分布する区域や深い位置まで低比抵抗帯が分布する区域などを直接調査し、

廃棄物層と比抵抗分布との関係を把握する必要があった。そこで、推定地質断面を補完で

きるような各低抵抗分布エリアにおける代表地点を選定してボーリング調査を実施した

（表 4-1-1）。 

既往高密度電気探査結果に基づき選定したボーリング調査地点を、図 4-1-2 に示す。 

 

表 4-1-1  既往高密度電気探査結果に基づくボーリング調査選定地点一覧 

地点名 高密度電気探査測線 対  象 

H16-1 H 測線上 
処分場外の自然地盤（比較対象として） 

H16-1a は基盤岩を、H16-1b は浅層を対象 

H16-2 
A 測線上 

H測線及びB測線の付近

処分場の旧工区 

H16-2a は沖積層を、H16-2b は廃棄物層を対象

H16-3 

 

B 測線上 

E 測線と F測線の中間 

処分場の新工区 

廃棄物層を対象 

H16-4 D 測線上 
処分場の新工区 

廃棄物層を対象 

H16-5 
A 測線上 

G 測線寄り 

処分場の旧工区。 

廃棄物層を対象 

H16-6 J 測線上 
処分場外のピートストックエリア 

廃棄物層を対象 

H16-7 J 測線上 
処分場の旧工区 

廃棄物層を対象 

H16-8 C 測線上 
処分場外のピートストックエリア 

廃棄物層を対象 

H16-9 C 測線上 
処分場外のピートストックエリア 

H16-9a は基盤岩を、H16-9b は廃棄物層を対象

 
 

(2) 表層(境界面)ガス等調査結果に基づく選定 

ボーリング調査地点は、表層(境界面)ガス等調査の結果に基づき、主にガス濃度が最も

高い濃度で検出された地点など微生物活性度が高いと考えられる 3地点とベンゼンの最高

濃度地点の 1 地点を選定した。具体的な選定内容については、第 5 章で述べることとし、

本章では、選定結果のみを示す（表 4-1-2）。 
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表 4-1-2 表層(境界面)ガス等調査結果に基づくボーリング調査選定地点一覧 

地点名 選定理由 

H16-10 旧工区で硫化水素の最高濃度検出地点（1,120ppm） 

H16-11 新工区で硫化水素の最高濃度検出地点（1,400ppm） 

H16-12 可燃性ガスの最高濃度検出地点（96％） 

H16-13 ベンゼンの最高濃度検出地点（2.5ppm） 

 
(3) 11 月 5 日委員会による地点の追加 

埋立廃棄物量調査結果から 9 地点,表層（境界面）ガス等調査結果から 4 地点の合計 13

地点を選定したが、11月 5 日の第 5回村田町竹の内地区産業廃棄物最終処分場総合対策検

討委員会（以下、「第 5回総合対策検討委員会」という。）において、住民委員の要望によ

り、2地点追加された（表 4-1-3）。選定地点は図 4-1-2 に示したとおりである。 

 

表 4-1-3 第 5回総合対策検討委員会による追加ボーリング調査地点一覧 

地点名 選定理由 
H16-14 低比抵抗分布エリアの空白地 
H16-15 処分場との境界付近 

 
 
2) 調査地点および数量 

廃棄物性状等調査を行った地点を図 4-1-3 に示す。また、実施数量は、表 4-1-4 に示すと

おりである。 

 

3) オールコアリングによる掘削 

掘削径φ86mm によるオールコアリングによるボーリングを行った。 

 

(1) 機材搬入 

調査地内へのボーリング機械・仮設足場材等の搬入は、ユニック付トラックで行ったが、

トラックによる搬入が難しい場合、小運搬をクローラ・人肩等で行った。 

 

(2) 搬入路の確保 

本調査でボーリング調査を予定していた H16-6、H16-8、H16-9 の各地点については、ボ

ーリング機械の搬入が困難であることから、搬入路の確保のため、バックホウを用いた搬

入路の施工を行った。ただし､今後のモニタリングのためのアクセスを確保するため、原

状復旧は行わなかった。 

 

(3) 仮設（足場仮設・機械組立解体） 

ボーリング機械が、水平に設置できない等の平置きが不可能な場合、足場仮設を行った。

作業足場はボーリング機械が水平に据付けることができるように単管パイプを用いて組

立て、クランプを使用して確実に固定するようにした。
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(4) 掘進 

削孔は油圧式ロータリーボーリングマシンを使用した（図 4-1-4 参照）。削孔径はφ86mm

であり、全孔鉛直掘進とした。ボーリングに際しては、できるだけ無水コアパックチュー

ブによる掘削を原則とし、掘削状況によっては、清水削孔もしくはベントナイト泥水を循

環使用する泥水削孔を行った。崩壊性の廃棄物等に遭遇して掘進が不可能になった箇所

（H16-8 孔）については、隣接して別孔を削孔するなどの対応を行った。 

コア状況については土質、岩質、色調、硬軟についての観察を行い、採取したコアは収

納用のコア箱（3m）に収納し、写真撮影を行った。 

掘止めについては､各調査地点において、廃棄物層の下層である自然地盤を 2m 確認した

深度で削孔を終了とした。ただし、基盤岩中の地下水を対象に観測井戸を設置する地点の

場合は、基盤岩を 10m 確認し、地下水の確認を行った後、掘止めとした。 

 

 
図 4-1-4  ボーリング作業概要図 

 
4) 拡孔 

削孔径φ86mm で掘削した孔を、さらにφ146 ㎜で掘削し、孔を広げ、観測井戸を設置でき

る状態とした。なお、削孔はノンコアボーリングで行った。 

 

5) ノンコアリングによる掘削 

H16-1 孔、H16-2 孔および H16-9 孔について、異なる深度を対象とした観測井戸を設置す

るため、基盤岩中や沖積層中の地下水を対象とした観測井戸の上流側の約 3ｍ地点に近接し

て、ノンコアリングによる削孔を行った。削孔径は、拡孔と同様にφ146 ㎜とした。 
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6) 観測井戸設置 

孔径φ146mm で掘削した孔内にφ75 ㎜ステンレス管を挿入し、表 4-1-4 に示した数量で観

測井戸を設置した。ストレーナは、H16-1a 孔、H16-1b 孔、H16-2a 孔、H16-9a 孔および H16-15

孔を除き、廃棄物層中の保有水を対象とした。また、H16-1a 孔および H16-9a 孔のストレー

ナは基盤岩中の地下水を対象とし、H16-16 孔や H16-15 孔のストレーナは盛土層中の地下水

を対象とし、H16-2a 孔のストレーナは沖積層中の地下水を対象とした位置に設置した。この

とき、廃棄物層の下位層の自然地盤を対象としてストレーナを設置する場合は、シール材を

用いて上位層の廃棄物層と十分に遮断するようにした。ストレーナの設置深度には、採水時

の濁りの防止や孔壁を保護するために珪砂を充填した。観測井戸の立ち上がりを概ね 0.5m

とし、（耕作地においては 1mとした。）地面部分には直接雨水などが孔内へ浸透しないように、

モルタルで約 30cm 30cm に整形を行った。観測井戸設置後、井戸洗浄を行い静置した。観測

井戸の上部はキャップし、施錠できる構造とした。 

各地点の井戸仕上図は、第 4-2 節の図 4-2-1～図 4-2-15 に示し、巻末資料に各観測井戸の

座標および標高などについて整理し添付した。 
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7) 分析試料採取 

オールコアボーリングにより採取したコアについて、廃棄物や土壌の試料を図 4-1-5 に示

す要領で採取した。採取する対象は、廃棄物層とその下位層の自然地盤とした。廃棄物層は、

1m 毎に採取し、採取した試料は、分析機関において深度 5m を 1 試料となるように均等に混

合し、これを 1 検体とした。周辺地盤（岩盤、沖積層、盛土層）は、5m以上掘削する地点に

ついては、1m毎に採取した試料を深度 5m となるよう均等に混合し１検体としたが、2m 掘削

の場合は、廃棄物層下位 1m 区間の一部を分析試料とした。なお､揮発性有機化合物を対象と

した試料の採取については、各 1m 毎にガラス容器に採取し、5m 区間のうち、コアガス調査

の結果で相対的に高濃度を示した試料を分析試料に供した（相対的に高濃度部が見られなか

った区間は、中間地点の 3m 地点のものを選定した）。 

 

 

 

図 4-1-5  土壌試料採取位置 
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4-1-2 廃棄物・土壌汚染分析 

ボーリングコアより採取した試料の採取状況や、コアガス調査の方法および廃棄物・土壌

汚染分析の方法について、以下に述べる。 

 

1) 分析深度および数量 

分析に供した試料の採取状況を表 4-1-5～4-1-7 に、数量は表 4-1-4 に示したとおりであ

る。 

 

表 4-1-5  廃棄物・土壌分析用試料の対象深度一覧 

 

分析項目 
地点 分析区分

重金属等 揮発性有機化合物 

土壌 GL.-1.00～-2.000m の 2試料混合 GL.-1.0m 試料（中間深度） 

土壌 GL.-3.00～-7.000m の 5試料混合 GL.-5.0m 試料（中間深度） 

土壌 GL.-8.00～-11.000m の 4試料混合 GL.-9.0m 試料（中間深度） 

土壌 GL.-12.00～-16.000m の 5 試料混合 GL.-14.0m 試料（中間深度） 

H16-1a 

土壌 GL.-17.00～-21.000m の 5 試料混合 GL.-19.0m 試料(中間深度)  

廃棄物 GL-1.40～5.40m の 5 試料混合 
GL.-4.4m 試料 

（ベンゼン 0.011mg/l 検出） 

廃棄物 GL-6.40～8.40m の３試料混合 
GL.-6.4m 試料 

（ベンゼン 0.004mg/l 検出） 

廃棄物 
GL-9.40～12.40m の 4 試料混合 

（廃棄物混じり土） 
GL.-10.4m 試料(中間深度)  

H16-2a 

土壌 GL.-13.4m GL.-13.4m 

廃棄物 GL.-4.50～-8.50m の 5試料混合 
GL.-4.5m 試料 

（ベンゼン 0.003mg/l 検出） 

GL.-11.5m 試料 

（ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.001mg/l 検出）

廃棄物 GL.-9.50～-13.50m の 5試料混合 GL.13.5m 試料 

（1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.004mg/l

検出） 

廃棄物 GL.-14.50～-18.50m の 5試料混合 
GL.-16.5m 試料 

（ベンゼン 0.003mg/l 検出） 

廃棄物 GL.-19.50～-23.50m の 5試料混合 
GL.-23.5m 試料 

（ベンゼン 0.002mg/l 検出） 

廃棄物 GL.-24.5～-25.50m の 2試料混合 GL.-25.5m 試料(中間深度)  

H16-3 

土壌 GL-26.2m GL.-26.2m 

廃棄物 GL.-3.10～-7.10m の 5試料混合 
GL.-7.1m 試料 

（ベンゼン 0.058mg/l 検出） 

廃棄物 GL.-8.10～-12.10m の 5試料混合 
GL.-8.1m 試料 

（ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.013mg/l 検出）

廃棄物 GL.-13.1～-14.1m の 2試料混合 GL.-13.1m 試料(中間深度)  

H16-4 

土壌 GL.-14.8m GL.-14.8m 
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表 4-1-6  廃棄物・土壌分析用試料の対象深度一覧（つづき） 

 

分析項目 
地点 分析区分

重金属等 揮発性有機化合物 

廃棄物 GL-1.50～5.50m の 5 試料混合 
GL.-1.5m 試料 

（ベンゼン 0.003mg/l 検出） 

廃棄物 GL-6.50～10.50m の 5 試料混合 
GL.-8.5m 試料 

（ベンゼン 0.003mg/l 検出） 

廃棄物 GL-11.50～13.5m の３試料混合 
GL.-13.5m 試料 

（ベンゼン 0.001mg/l 検出） 

廃棄物 
GL-14.50～15.5m の２試料混合 

（廃棄物混じり土） 
GL.-14.5m 試料(中間深度) 

H16-5 

土壌 GL.-16.5m GL.-16.5m 

廃棄物 GL.-5.80～-9.80m の 5試料混合 

GL.-7.80m 試料 

（1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.006mg/l 検

出） 

廃棄物 GL.-10.80～-14.80m の 5試料混合 GL.-12.80m 試料（中間深度）

廃棄物 GL.-15.80～-19.80m の 5試料混合 
GL.-16.80m 試料 

（ベンゼン 0.005mg/l 検出） 

廃棄物 GL.-20.80～-24.80m の 5試料混合 GL.-22.80m 試料（中間深度）

廃棄物 GL.-25.80～-28.70m の 5試料混合 GL.-27.80m 試料(中間深度) 

H16-6 

土壌 GL.-29.3m GL.-29.3m 

廃棄物 GL.-4.30～-8.30m の 5試料混合 GL.-6.3m 試料（中間深度） 

廃棄物 GL.-9.30～-13.30m の 5試料混合 GL.-11.3m 試料(中間深度) 

廃棄物 GL.-14.30～-18.30m の 5試料混合 GL.-16.3m 試料(中間深度) 

廃棄物 GL.-19.30～-20.30m の２試料混合 
GL.-20.3m 試料  

非特定ピークが認められる。 

H16-7 

土壌 GL.-21.6m GL.-21.6m 

廃棄物 GL.-5.80～-9.80m の 5試料混合 GL.-7.80m 試料(中間深度) 

廃棄物 10.8-14.8ｍの 5 試料混合 GL.-12.80m 試料（中間深度）

廃棄物 15.8-19.8ｍの 5 試料混合 
GL.-17.80m 試料 

（ベンゼン 0.001mg/l 検出） 

廃棄物 20.8-24.8ｍの 5 試料混合 GL.-22.80m 試料（中間深度）

廃棄物 25.8-27.8ｍの 5 試料混合 GL.-26.80m 試料（中間深度）

H16-8 

土壌 GL.-28.8m GL.-28.8m 

廃棄物 GL.-3.70～-7.70m の 5試料混合 GL.-5.70m 試料（中間深度） 

廃棄物 GL.-8.70～-12.70m の 5試料混合 GL.-10.70m 試料（中間深度）

廃棄物 GL.-13.70～-16.70m の 5試料混合 GL.-15.70m 試料（中間深度）

H16-9a 

土壌 GL.-17.8m GL.-17.8m 

廃棄物 GL.-6.00～-10.00m の 5試料混合 GL.-8.00m 試料(中間深度)  

廃棄物 GL.-11.00～-15.00m の 5試料混合 GL.-13.00m 試料(中間深度)  

廃棄物 GL.-16.00～-20.00ｍの 5試料混合 
GL.-19.00m 試料 

（ベンゼン 0.001mg/l 検出） 

廃棄物 
GL.-21.00～-25.00ｍの 4試料混合 

（GL-22.00m は混合しない） 
GL.-23.00m 試料(中間深度)  

廃棄物 GL.-26.00～-27.90ｍの３試料混合 
GL.-27.90m 試料 

（ベンゼン 0.003mg/l 検出） 

H16-10 

土壌 GL.-28.9m GL.-28.9m 
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表 4-1-7  廃棄物・土壌分析用試料の対象深度一覧（つづき） 

分析項目 
地点 分析区分

重金属等 揮発性有機化合物 

廃棄物 GL.-2.40～-6.40m の 5試料混合 
GL.-3.40m 試料 

（ベンゼン 0.001mg/l 検出） 

廃棄物 GL.-7.40～-11.40m の 5試料混合 
GL.-11.40m 試料 

（ベンゼン 0.005mg/l 検出） 

廃棄物 GL.-12.40～-16.20m の 5試料混合 
GL.-15.40m 試料 

（ベンゼン 0.002mg/l 検出） 

H16-11 

土壌 GL.-16.80m GL.-16.80m 

廃棄物 GL.-3.40～-7.40m の 5試料混合 GL.-5.40m 試料（中間深度） 

廃棄物 GL.-8.40～-12.40m の 5試料混合 GL.-10.40m 試料（中間深度）

廃棄物 GL.-13.40～-17.40m の 5試料混合 GL.-15.40m 試料（中間深度）

廃棄物 GL.-18.40～-19.40m の 5試料混合 GL.-19.40m 試料（中間深度）

H16-12 

土壌 GL.-20.70m GL.-20.70m 

廃棄物 GL.-2.60～-6.60m の 5試料混合 
GL.-2.60m 試料 

（ベンゼン 0.003mg/l 検出） 

廃棄物 GL.-7.60～-10.60m の 5試料混合 
GL.-10.60m 試料 

（ベンゼン 0.001mg/l 検出） 

H16-13 

土壌 GL.-11.40m GL.-11.40m 

廃棄物 GL.-5.90～-9.90m の 5試料混合 GL.-7.90m 試料（中間深度） 

廃棄物 GL.-10.90～-14.90m の 5試料混合 GL.-12.90m 試料（中間深度）

廃棄物 GL.-15.90～-19.90m の 5試料混合 GL.-17.90m 試料(中間深度)  

廃棄物 GL.-20.90～-24.90m の 5試料混合 GL.-22.90m 試料（中間深度）

H16-14 

土壌 GL.-25.70m GL.-25.70m 

土壌 GL.-1.00～-5.00m の 5試料混合 GL.-3.00m 試料（中間深度） H16-15 

土壌 GL.-6.00～-10.00m の 5試料混合 GL.-8.00m 試料（中間深度） 

 

 

2) コアガス調査（ボーリングコア VOC 簡易溶出試験） 

公定法による有害物質の判定を行うため、分析試料を選定する必要があったことから、揮

発性有機化合物を対象として、図 4-1-5 に示す要領で約 1m間隔のコア試料を用いて、現場

簡易溶出量試験を行った。 

ヘッドスペース法によるガスを採取するまでの作業方法は以下のとおりである（図 4-1-6）。 

採取した土壌試料を 20ｇ採取し、500ml 容器に入れ、200ml 蒸留水を添加した。添加後、

一定時間 30℃のウォーターバスに静置した。その後、2分間の手動により振とうさせ、1分

間静置させた。揮発してきたガスをシリンジで吸引し、ポータブル GC（GC-310 日本電子デ

ータム社製）を用いて表 4-1-8 に示した項目の測定を行った。 
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図 4-1-6  コアガス調査方法の概要図 

 

 

表 4-1-8  ポータブル GC 測定対象項目 

測定対象項目 

1 四塩化炭素 

2 1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 

3 1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

4 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

5 1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ 

6 ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 

7 ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

8 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 

9 1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 

10 ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

11 ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 
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3) 廃棄物分析 

廃棄物分析は、溶出量試験と含有量試験を行った。 

溶出量試験は､廃棄物の有害性について検討するために行った。含有量試験は、今後の対

策を検討するための参考資料とするとともに、周辺地盤に汚染が確認された場合における比

較検討を目的として行った。 

 

(1) 溶出量試験 

廃棄物を対象とした溶出量試験は、金属等を含む産業廃棄物等の判定基準に従い、「産

業廃棄物に含まれる金属等の検定方法（昭和 48年環境庁告示 13号）」（以下、検定項目を

「判定基準項目」という。）で行った（表 4-1-9）。なお、ほう素については、上記の検定

方法に記述がなく、今後の対策の基礎資料とするために、土壌汚染対策法に従い、「土壌

溶出量調査に係る測定方法を定める件（平成 15 年環境省告示 18 号）」で室内試験を行っ

た（表 4-1-9）。 

 

(2) 含有量試験 

重金属類については、①土壌汚染分析との比較評価，②今後の対策立案のための基礎資

料を得ること，および③当該地は安定型処分場であり構造上周囲と隔離された環境ではな

いことから、土壌汚染対策法に準拠し、「土壌含有量調査に係る測定方法を定める件（平

成15年環境省告示19号）」に基づき、廃棄物を対象とした含有量試験を行った（表4-1-9）。 

ダイオキシン類については､特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物に係る基準の

検定方法（平成 4 年厚生省告示 192 号）で行った（表 4-1-9）。 

 

(3) 廃棄物中の有害物質の判定方法 

廃棄物中の有害物質の判定については、「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定

める省令（昭和 48 年 2 月 17 日総理府令第 5 号）」および「廃棄物焼却炉に係るばいじん

等に含まれるダイオキシン類の量の基準及び測定の方法に関する省令（平成 12 年 1 月 14

日号外厚生省令第１号）」（以下、両者を合わせて「判定基準」という。）に示された判定

基準項目のうち、判定基準値を当該項目が超過した場合、当該項目を有害物質とした。 

ほう素については、総理府令に定める判定基準の項目にはないが、「土壌汚染対策法施

行規則（平成 14 年 12 月 26 日環境省令第 29号）」を参考値として示した。 

また、当処分場は、①土壌汚染分析との比較評価，②今後の対策立案のための基礎資料

を得ること，および③当該地は安定型処分場であり構造上周囲と隔離された環境ではない

ことから、参考として環境基準と比較した。この場合の廃棄物の有害性を評価するために、

「土壌汚染対策法施行規則（平成 14 年 12 月 26 日環境省令第 29号）」の基準（以下、「土

壌環境基準」という。）を、ダイオキシン類については、「ダイオキシン類による大気、水

質の汚濁（水底の汚染を含む）及び土壌の汚染に係る基準（平成 14年環境省告示 46号）」

の基準（以下、上記の環境基準等と合わせ、「土壌環境基準」という。）と比較して別途整

理した。 

廃棄物層中に含まれる重金属類（第二種特定有害物質）の含有量について、上記と同様
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の理由により、「土壌汚染対策法施行規則（平成 14年 12 月 26日環境省令第 29 号）」を参

考値（以下、「土壌含有量基準」という。）とし、比較して別途整理した。 

 

4) 土壌汚染分析 

基盤岩や沖積層からなる自然地盤や盛土層の汚染状況を把握するために、溶出量試験およ

び含有量試験を行い、土壌汚染状況を確認した。 
 

(1) 溶出量試験 

自然地盤や盛土層を対象とした溶出量試験は、土壌汚染対策法に従い、「土壌溶出量調

査に係る測定方法を定める件（平成 15 年環境省告示 18 号）」（以下、「土壌溶出量基準」

という。）で行った（表 4-1-10）。 

 

(2) 含有量試験 

自然地盤や盛土層を対象とした含有量試験は、土壌汚染対策法に従い、「土壌含有量調

査に係る測定方法を定める件（平成 15 年環境省告示 19 号）」（以下、「土壌含有量基準」

という。）で行った（表 4-1-10）。 

 

(3) 土壌中の有害物質の判定方法 

土壌中の有害物質の判定については、「土壌汚染対策法施行規則（平成 14年 12 月 26日

環境省令第 29号）」に示された土壌溶出量基準項目、又は土壌含有量基準項目のうち、土

壌溶出量基準値、又は土壌含有量基準値を当該項目が超過した場合、当該項目を有害物質

とした。 
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表 4-1-9  廃棄物分析 試験一覧 

試験区分 項目 方法 

1 四塩化炭素 

2 1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 

3 1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

4 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

5 1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ 

6 ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 

7 ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

8 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 

9 1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 

10 ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

11 ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

12 カドミウム 

13 六価クロム 

14 シアン化合物 

15-1 水銀及びその化合物 

15-2 アルキル水銀 

16 セレン及びその化合物 

17 鉛及びその化合物 

18 砒素及びその化合物 

19 ふっ素及びその化合物 

産業廃棄物に含まれる金属等の検定方法 

（昭和 48 年環境庁告示 13 号） 

20 ほう素及びその化合物 
土壌溶出量調査に係る測定方法を定める件

（平成 15 年環境省告示 18 号） 

21 ｼﾏｼﾞﾝ 

22 ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 

23 ﾁｳﾗﾑ 

24 PCB 

溶出量試験 

25 有機りん化合物 

産業廃棄物に含まれる金属等の検定方法 

（昭和 48 年環境庁告示 13 号） 

1 ｶﾄﾞﾐｳﾑ 

2 シアン化合物 

3 鉛 

4 六価ｸﾛﾑ 

5 砒素 

6 総水銀 

7 ｾﾚﾝ 

8 ふっ素 

9 ほう素 

土壌含有量調査に係る測定方法を定める件

（平成 15 年環境省告示 19 号） 

含有量試験 

10 ダイオキシン類 

特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄

物に係る基準の検定方法 

（平成 4 年厚生省告示 192 号） 
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表 4-1-10  土壌汚染分析 試験一覧 

試験区分 項目 方法 

1 四塩化炭素 

2 1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 

3 1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

4 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

5 1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ 

6 ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 

7 ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

8 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 

9 1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 

10 ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

11 ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

12 カドミウム 

13 六価クロム 

14 シアン化合物 

15-1 水銀及びその化合物 

15-2 アルキル水銀 

16 セレン及びその化合物 

17 鉛及びその化合物 

18 砒素及びその化合物 

19 ふっ素及びその化合物 

20 ほう素及びその化合物 

21 ｼﾏｼﾞﾝ 

22 ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 

23 ﾁｳﾗﾑ 

24 PCB 

溶出量試験 

25 有機りん化合物 

土壌溶出量調査に係る測定方法を定める件 

（平成 15 年環境省告示 18 号） 

1 ｶﾄﾞﾐｳﾑ 

2 シアン化合物 

3 鉛 

4 六価ｸﾛﾑ 

5 砒素 

6 総水銀 

7 ｾﾚﾝ 

8 ふっ素 

含有量試験 

9 ほう素 

土壌含有量調査に係る測定方法を定める件 

（平成 15 年環境省告示 19 号） 
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4-1-3 地下水位・地下水分析 

観測井戸設置後、井戸を洗浄し、概ね 2 週間程度静置した後、孔内水位を測定し、地下水

分析の試料を採取した。 

 

1) 調査地点および数量 

地下水位測定と地下水の水質試料採取地点を図 4-1-7 に示し、数量を表 4-1-11 に示す。 

地下水位測定は､当該地の地下水の流向を把握するため今回新設した観測井戸 H16-1a～

H16-15 の 18 箇所に加え、既設観測井戸（No.1～No.7，Loc.1～Loc.4）13 箇所についても行

った。 

地下水分析は、新設観測井戸 H16-1a～H16-15 の 18箇所に加え、既設観測井戸(No.2，No.3，

No.5～No.7)5 箇所の廃棄物を対象とした観測井戸についても行った。 

 

2) 地下水位測定 

地下水位は水質試料を採取する前に、観測井戸中の孔内水位を手測り式水位計で測定した。 

 

3) 地下水分析 

(1) 地下水採取 

観測井戸から分析に供する水質試料を採取した。揮発性有機化合物の第一種特定有害物

質を対象とした水質試料採取については、そのほとんどの物質が水より比重が大きいこと

から、観測井戸の深部からベイラーにより採取した。 

BOD，COD 等の生活環境項目や電気伝導率，酸化還元電位，重金属類等を対象とした項目

については、孔内水面（地下水面）から 2～4m 程度の水深からベイラーにより採取した。 

ダイオキシン類を対象とした水質試料の採取は、ポンプを用いて、35リットル採取した。 

 

(2) 分析方法 

廃棄物中の保有水や周辺地盤中の地下水の水質試験における対象項目を表 4-1-12 に示

す。 

廃棄物中の保有水や周辺地盤中の地下水の水質試験は、「一般廃棄物の最終処分場及び

産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令（昭和 52年総理府・厚生省令 1

号）」（以下、「地下水等検査項目基準」という。）に準拠し行ったが、上記省令に示された

水質検査項目（以下、「地下水等検査項目基準」という。）には、ふっ素やほう素、硝酸性

窒素及び亜硝酸性窒素、有機リンの項目が含まれていないことから、これらの物質の水質

試験は「地下水に含まれる調査対象物質の量の測定方法を定める件（平成 15 年環境省告示

17 号）」，「地下水の水質汚濁に係る環境基準について（平成 9年環境庁告示 10号）の別表

1」で行った。 

ダイオキシン類については、「ダイオキシン類による大気、水質の汚濁（水底の汚染を含

む）及び土壌の汚染に係る基準」（平成 14 年環境省告示 46号）に従い行った。 

この他、水質パターンを検討するための塩類（ナトリウムイオン，カリウムイオン，カ

ルシウムイオン，マグネシウムイオン，塩化物イオン，重炭酸イオン，硫酸イオン，硝酸
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イオン）を JIS K 0102 に従い分析した。 

 

(3) 保有水中および地下水中の有害物質の判定方法 

廃棄物層の保有水中と周辺地盤の地下水中の有害物質の判定については、当処分場が安

定型最終処分場であることから、「一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場

に係る技術上の基準を定める省令（昭和 52 年総理府・厚生省令 1 号）および同省令の別表

２」に示された地下水等検査項目のうち、地下水等検査項目基準値を当該項目が超過した

場合、当該項目を有害物質とした。 

また、参考として環境基準と比較した場合の保有水や地下水の汚染状況を検討するため、

「地下水に含まれる調査対象物質の量の測定方法を定める件（平成15年環境省告示17号）」，

「地下水の水質汚濁に係る環境基準について（平成 9 年環境庁告示 10 号）の別表 1」，「ダ

イオキシン類による大気、水質の汚濁（水底の汚染を含む）及び土壌の汚染に係る基準」

（平成 14年環境省告示 46 号）（以下、「環境基準」という。）と比較して別途整理した 

放流水基準と比較した場合の保有水や地下水の汚染状況を検討するために、「一般廃棄

物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令（昭和 52

年総理府・厚生省令 1号）および同省令の別表 1」の基準（以下、「放流水基準」という。）

を、ダイオキシン類については、「ダイオキシン類対策特別設置法施行規則（平成 11 年総

理府令 67号）別表 2」の水質排出基準（以下、上記の放流水基準と合わせ、「放流水基準」

という。）と比較して別途整理した。 

塩類を対象とした分析では地下水の有害物質の判定は行わなかった。 

なお、地下水分析で使用する試料の名称は観測井戸のストレーナ区間と対象地質区分と

の関係から以下のように呼ぶことにし、廃棄物中の保有水が一般環境に流出したものを「浸

出水」とする。 

 

 

表 4-1-13  観測井戸の設置対象や位置により区分した本報における広義地下水の定義 

ストレーナ区間 

対象地質区分 

観測井戸の

孔内水の 

名称区分 

地下水区分 備 考 

廃棄物層 保有水 浅層地下水
他の浅層地下水と同等の

水位 

盛 土 層 地下水 浅層地下水
周辺水域及び周縁の地下

水 

沖 積 層 地下水 浅層地下水
廃棄物層の下位で基盤岩

の上位及び周縁の地下水

周辺地盤 

（土壌） 
砂岩・凝灰質砂岩・凝灰岩

（基 盤 岩） 
地下水 深層地下水

廃棄物層の下位及び周縁

の基盤岩中の地下水 
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表 4-1-11  地下水位・地下水分析地点一覧 

 
観測井戸 発生ガス調査 

地盤 

標高 

管頭 

標高 

管頭 

立上り
孔番 

(m) (m) （m） 

ｽﾄﾚｰﾅ 

対象 

水位 

測定 

地下水

分析 
流量 

測定 
現場測定
(検知管等)

水温 

H16-1a 16.66 17.75 1.09 基盤岩 ○ ○ ○ ○ ○ 

H16-1b 16.70 17.79 1.09 盛土層 ○ ○ ○ ○ ○ 

H16-2a 18.57 19.04 0.47 沖積層 ○ ○ ○ ○ ○ 

H16-2b 18.59 19.06 0.47 廃棄物 ○ ○ ○ ○ ○ 

H16-3 20.42 20.97 0.55 廃棄物 ○ ○ ○ ○ ○ 

H16-4 21.00 21.92 0.92 廃棄物 ○ ○ ○ ○ ○ 

H16-5 18.53 19.12 0.59 廃棄物 ○ ○ ○ ○ ○ 

H16-6 35.39 36.27 0.88 廃棄物 ○ ○ ○ ○ ○ 

H16-7 21.83 22.52 0.69 廃棄物 ○ ○ ○ ○ ○ 

H16-8 29.62 30.44 0.82 廃棄物 ○ ○ ○ ○ ○ 

H16-9a 20.62 21.17 0.55 基盤岩 ○ ○ ○ ○ ○ 

H16-9b 20.94 21.45 0.51 廃棄物 ○ ○ ○ ○ ○ 

H16-10 21.35 22.11 0.76 廃棄物 ○ ○ ○ ○ ○ 

H16-11 20.36 21.21 0.85 廃棄物 ○ ○ ○ ○ ○ 

H16-12 19.05 20.13 1.08 廃棄物 ○ ○ ○ ○ ○ 

H16-13 19.18 19.83 0.65 廃棄物 ○ ○ ○ ○ ○ 

H16-14 20.38 21.21 0.83 廃棄物 ○ ○ ○ ○ ○ 

H16-15 16.79 17.99 1.20 粘性土 ○ ○ ○ ○ ○ 

No.1 19.11 19.64 0.53 基盤岩 ○ － － － － 

No.2 19.85 20.21 0.36 廃棄物 ○ ○ ○ ○ ○ 

No.3 18.82 19.40 0.58 廃棄物 ○ ○ ○ ○ ○ 

No.4 19.23 19.78 0.55 基盤岩 ○ － － － － 

No.5 20.83 21.30 0.47 廃棄物 ○ ○ ○ ○ ○ 

No.6 20.02 20.75 0.73 廃棄物 ○ ○ ○ ○ ○ 

No.7 20.92 21.62 0.70 廃棄物 ○ ○ ○ ○ ○ 

Loc.1 15.11 15.97 0.86 基盤岩 ○ － － － － 

Loc.1a 15.02 15.76 0.74 沖積層 ○ － － － － 

Loc.1b 14.96 15.77 0.81 沖積層 ○ － － － － 

Loc.2 23.06 23.89 0.83 沖積層 ○ － － － － 

Loc.3 17.88 19.55 1.67 基盤岩 ○ － － － － 

Loc.4 16.11 16.79 0.68 沖積層 ○ － － － － 

合 計 31 23 23 23 25
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表 4-1-12  地下水分析項目一覧 

項目 方法 

1 四塩化炭素 

2 1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 

3 1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

4 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

5 1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ 

6 ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 

7 ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

8 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 

9 1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 

10 ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

11 ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

12 カドミウム 

13 六価クロム 

14 シアン化合物 

15-1 水銀及びその化合物 

15-2 アルキル水銀 

16 セレン及びその化合物 

17 鉛及びその化合物 

18 砒素及びその化合物 

19 ふっ素及びその化合物 

20 ほう素及びその化合物 

21 ｼﾏｼﾞﾝ 

22 ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 

23 ﾁｳﾗﾑ 

24 PCB 

25 有機りん化合物 

26 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 

一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場

に係る技術上の基準を定める省令 

（昭和 52 年総理府・厚生省令 1 号）の別表 2 

 

地下水に含まれる調査対象物質の量の測定方法を定め

る件 

（平成 15 年環境省告示 17 号） 

 

地下水の水質汚濁に係る環境基準について 

（平成 9 年環境庁告示 10 号）の別表 1 

 

27 ダイオキシン類 

ダイオキシン類による大気、水質の汚濁（水底の汚染

を含む）及び土壌の汚染に係る基準 

（平成 14 年環境省告示 46 号） 

28 ｐH 

29 BOD 

30 COD 

31 SS 

32 電気伝導率 

一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場

に係る技術上の基準を定める省令 

（昭和 52 年総理府・厚生省令 1 号） 

33 ナトリウムイオン(Na+) 

34 カリウムイオン(K+) 

35 カルシウムイオン(Ca2+) 

36 マグネシウムイオン(Mg2+) 

37 塩化物イオン(Cl-) 

38 重炭酸イオン(HCO3
-) 

39 硫酸イオン(SO4
2-) 

40 硝酸イオン(NO3
-) 

JIS K 0102 
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4-1-4 発生ガス調査 

地下水分析を行った観測井戸（本業務設置観測井戸 H16-1～H16-15，既設井戸 No.2～No.3，

No.5～No.7）において、発生ガスの調査を行った。 

 

1) 調査方法 

(1) 発生ガス流量測定 

発生ガスの流量測定は、観測井戸の上部にシリコン栓をし、30分放置後、宮城県所有の

乾式流量計を用いて、観測井戸から発生するガス流量を測定した。また、このとき、発生

したガスは、テドラーバッグに捕集し、現場測定試料とした。流量がない場合は、観測井

戸内のガスを表層ガス等調査と同様に吸引ポンプを用いて捕集し現場測定試料とした。 

 

 

図 4-1-8  発生ガス調査概要図 

 
 

(2) 現場測定 

捕集した発生ガスは、現地で直ちに測定を行った。測定項目は、表層（境界面）ガス等

調査と同じ項目（第一種特定有害物質を除く）とした。 
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4-2 ボーリング調査結果 

ボーリング調査は先に実施した埋立廃棄物量等調査の結果に基づき、廃棄物の性状等が同

一として埋め立てられている廃棄物の埋立状況を確認する地点および有害ガスなどが高濃度

に分布すると推定された地点に配置した。 

以下に、各ボーリング調査地点における調査結果の概要を述べる。 

 

4-2-1  H16-1a 孔・H16-1b 孔 

1) 目的（地点設定） 

H16-1 孔では、既往高密度電気探査の結果（H 測線）によると、処分場からの浸出水が流出

している状況は認められなかったが、その地下水の水質を確認するために、場外であり、処

分場が設置された谷部の狭さく部に位置するため、既設観測井戸 Loc.1 や H16-2a と合わせて

谷部から荒川方面へ流動する地下水の状況を把握できると考えられる地点を選定した。本孔

は土壌の汚染状況について把握するとともに、基盤岩中および盛土層中の地下水の汚染状況

を把握する目的で調査した。 

平成 15～16 年度に実施された水理地質調査（竹の内産業廃棄物最終処分場水理地質調査中

間報告,立正大学,平成 16年 3 月）結果から本地域に分布する基盤岩の地下水は被圧水である

ことが指摘されていたため、本地点においても基盤岩（深層）の地下水と浅層の地下水を対

象に観測井戸を設置することとした。なお、前者の井戸には H16-1 の後に「a」を付記し、後

者の井戸には「b」を付記し、それぞれ孔番とした。 

 

2) 調査結果 

H16-1a 孔のボーリングコアを観察した結果の概要を表 4-2-1 に示した。ボーリングコア観

察の詳細は巻末資料の柱状図およびコア写真に示した。なお、浅層の観測井戸の設置につい

てはコアリングを行わず、H16-1a 孔のコア状況を参考に掘削深度を決定した。 

 

表 4-2-1  H16-1a 孔のボーリング調査結果一覧表 

標高 

(EL.m) 

深度 

(GL.-m)
地 質 記 事 備 考 

 
14.76 

0.00
1.90

盛土 砂混じり粘土  

 
9.66 7.00

盛土 礫混じり砂質粘土  

 
5.56 11.10

盛土 植物片混じり粘土  

 
-5.34 22.00

凝灰質砂岩 深度 13m 付近まで砂状、全体に風化  

 

3) 観測井戸設置 

H16-1a 孔の観測井戸は、基盤岩の深層地下水を対象としたものであり、ストレーナ区間は

表 4-2-1 から深度 12.0～22.0m に設定した（図 4-2-1）。 

H16-1b 孔の観測井戸は、処分場内の廃棄物層中の保有水と連続すると推定される盛土層
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（埋土）の浅層地下水を対象としたものであり、ストレーナ区間は表 4-2-1 から深度 1.0～

11.0m に設定した（図 4-2-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2-1（1）  H16-1a 観測井戸設置状況概要図 
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図 4-2-1（2）  H16-1b 観測井戸設置状況概要図 
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4) 試料採取 

H16-1a 孔のボーリングコア試料の中からほぼ 1m 毎に分析試料を採取し、コアガス調査を

行った（第 4-3 節参照）。公定法に供する分析試料は、VOC の検出状況や盛土層の分布を踏ま

えて、表 4-2-2 に示すように選定した。 

 

表 4-2-2  H16-1a 孔の土壌汚染分析試料採取一覧表 

分析項目 
地点 分析区分 

重金属等 揮発性有機化合物 

土壌 GL.-1.00～-2.00mの2試料を均

等に混合 

GL.-1.0m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

土壌 GL.-3.00～-7.00mの5試料を均

等に混合 

GL.-5.0m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

土壌 GL.-8.00～-11.00m の 4 試料を

均等に混合 

GL.-9.0m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

土壌 GL.-12.00～-16.00mの5試料を

均等に混合 

GL.-14.0m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

H16-1a 

土壌 GL.-17.00～-21.00mの5試料を

均等に混合 

GL.-19.0m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

 

 

4-2-2  H16-2a 孔・H16-2b 孔 

1) 目的（地点設定） 

H16-2 孔は、第 1工区に位置し、既往高密度電気探査の結果（A測線）から浅部に電解質を

多く含む廃棄物が埋め立てられていることが推定された地点であることから、廃棄物層の確

認や土壌と廃棄物への有害物質の混入状況について把握するとともに、自然地盤中および廃

棄物層中の保有水の汚染状況について把握する目的で調査した。 

上記の目的から、自然地盤の沖積層中の地下水（浅層地下水）と廃棄物層中の保有水（浅

層地下水）を対象に観測井戸を設置することとした。なお、前者の井戸には H16-2 の後に「a」

を付記し、後者の井戸には「b」を付記し、それぞれ孔番とした。 

 

2) 調査結果 

H16-2a 孔のボーリングコアを観察した結果の概要を表 4-2-3 に示した。ボーリングコア観

察の詳細は巻末資料の柱状図およびコア写真に示した。なお、浅層部の観測井戸の設置につ

いてはコアボーリングを行わず、H16-2a 孔のコア状況を参考に掘削深度を決定した。
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表 4-2-3  H16-2a 孔のボーリング調査結果一覧表 

標高 

(EL.m) 

深度 

(GL.-m)
地 質 記 事 備 考 

 
18.17 

0.00
0.40

覆土、盛土 礫混じり粘土  

 
10.02 8.55

廃棄物 

粘土混じり廃棄物層 
主な廃棄物：プラスチック類,石・コンクリート類,

ビニール類 
（深度 0.4～0.9m 区間に木くず類あり） 

 

 
5.57 13.00

盛土 廃棄物混じり粘土  

 
2.77 15.80

沖積層 礫混じり粘土  

 
0.57 18.00

凝灰質砂岩 粘土化部が混じり軟質  

 

3) 観測井戸設置 

H16-2a 孔の観測井戸は、処分場内の廃棄物層中の保有水と連続すると推定される自然地盤

の沖積層の地下水（浅層地下水）を対象としたものであり、ストレーナ区間は表 4-2-3 から

深度 13.5～16.5m に設定した（図 4-2-2）。 

H16-2b 孔の観測井戸は、処分場内における廃棄物層中の保有水（浅層地下水）を対象とし

たものであり、ストレーナ区間は表 4-2-3 から深度 0.5～8.5m に設定した（図 4-2-2）。 

 

4) 試料採取 

H16-2a 孔のボーリングコア試料の中からほぼ 1m 毎に分析試料を採取し、コアガス調査を

行った（第 4-3 節参照）。公定法に供する分析試料は、VOC の検出状況や廃棄物の分布を踏ま

えて、表 4-2-4 に示すように選定した。 

 

表 4-2-4  H16-2a 孔の廃棄物・土壌汚染分析試料採取一覧表 

分析項目 
地点 分析区分 

重金属等 揮発性有機化合物 

廃棄物 GL-1.40～5.40mの 5試料を均等

に混合 

GL.-4.4m 試料 

（ベンゼン 0.011mg/L 検出） 

廃棄物 GL-6.40～8.40mの 3試料を均等

に混合 

GL.-6.4m 試料 

（ベンゼン 0.004mg/L 検出） 

廃棄物 GL-9.40～12.40m の 4 試料を均

等に混合（廃棄物混じり土） 

GL.-10.4m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

H16-2a 

土壌 GL.-13.4m 

 

GL.-13.4m 
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図 4-2-2（1）  H16-2a 観測井戸設置状況概要図
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図 4-2-2（2）  H16-2b 観測井戸設置状況概要図 
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4-2-3  H16-3 孔 

1) 目的（地点設定） 

H16-3 孔は、第 8 工区に位置し、既往高密度電気探査の結果（B 測線）により深部まで電

解質を多く含む廃棄物が埋め立てられていることが推定された地点であることから、廃棄物

層の確認と、廃棄物層中の保有水の汚染状況について把握する目的で調査した。 

上記の目的から、廃棄物層中の保有水を対象に観測井戸を設置することとした。 

 

2) 調査結果 

H16-3 孔のボーリングコアを観察した結果の概要を表 4-2-5 に示した。ボーリングコア観

察の詳細は巻末資料の柱状図およびコア写真に示した。 

 

表 4-2-5  H16-3 孔のボーリング調査結果一覧表 

標高 

(EL.m) 

深度 

(GL.-m)
地 質 記 事 備 考 

 
16.92 

0.00
3.50

覆土、盛土 礫混じり粘土  

 
-5.23 25.65

廃棄物 
廃棄物混じり粘土 
主な廃棄物：プラスチック類,ビニール類,金属類
（深度 4.2～4.5m に段ボール類あり） 

 

 
-7.58 28.00

凝灰質砂岩 風化部がなく、比較的硬質  

 

3) 観測井戸設置 

H16-3 孔の観測井戸は、処分場内における廃棄物層中の保有水（浅層地下水）を対象とし

たものであり、ストレーナ区間は表 4-2-5 から深度 4.15～25.65m に設定した（図 4-2-3）。 

 

4) 試料採取 

H16-3 孔のボーリングコア試料の中からほぼ 1m 毎に分析試料を採取し、コアガス調査を行

った（第 4-3節参照）。公定法に供する分析試料は、VOC の検出状況や廃棄物の分布を踏まえ

て、表 4-2-6 に示すように選定した。 
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図 4-2-3  H16-3 観測井戸設置状況概要図 

 



4-33 

表 4-2-6  H16-3 孔の廃棄物・土壌汚染分析試料採取一覧表 

分析項目 
地点 分析区分 

重金属等 揮発性有機化合物 

廃棄物 GL.-4.50～-8.50m 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-4.5m 試料 

（ベンゼン 0.003mg/L 検出） 

GL.-11.5m 試料 

（ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.001mg/L 検出） 

廃棄物 

 

GL.-9.50～-13.50m 

の 5 試料を均等に混合 

GL.13.5m 試料 

（1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.004mg/L 検出） 

廃棄物 GL.-14.50～-18.50m 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-16.5m 試料 

（ベンゼン 0.003mg/L 検出） 

廃棄物 

 

GL.-19.50～-23.50m 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-23.5m 試料 

（ベンゼン 0.002mg/L 検出） 

廃棄物 GL.-24.5～-25.50m 

の 2 試料を均等に混合 

GL.-25.5m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度の中央

部分として） 

H16-3 

 

土壌 GL-26.2m 

 

GL.-26.2m 

 

 

 

4-2-4  H16-4 孔 

1) 目的（地点設定） 

H16-4 孔は、第 10工区に位置し、高密度電気探査の結果（D測線）により深部まで電解質

を多く含む廃棄物が埋め立てられていることが推定された地点であることから、廃棄物層の

確認や廃棄物への有害物質の混入状況について把握するとともに、廃棄物層中の保有水の汚

染状況について把握する目的で調査した。 

上記の目的から、廃棄物層中の保有水を対象に観測井戸を設置することとした。 

 

2) 調査結果 

H16-4 孔のボーリングコアを観察した結果の概要を表 4-2-7 に示した。ボーリングコア観

察の詳細は巻末資料の柱状図およびコア写真に示した。 

 

表 4-2-7  H16-4 孔のボーリング調査結果一覧表 

標高 

(EL.m) 

深度 

(GL.-m)
地 質 記 事 備 考 

 
18.90 

0.00
2.10

盛土、覆土 礫混じり粘土  

 
6.70 14.30

廃棄物 
廃棄物混じり粘土 
主な廃棄物：ビニール類,プラスチック類,金属類
（深度 7.7～8.4m に紙くず類あり） 

 

 
4.50 16.50

凝灰質砂岩 風化部がなく、比較的硬質  

 

3) 観測井戸設置 

H16-4 孔の観測井戸は、処分場内の廃棄物層中の保有水（浅層地下水）を対象としたもの
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であり、ストレーナ区間は表 4-2-7 から深度 2.3～14.3m に設定した（図 4-2-4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2-4  H16-4 観測井戸設置状況概要図
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4) 試料採取 

H16-4 孔のボーリングコア試料の中からほぼ 1m 毎に分析試料を採取し、コアガス調査を行

った（第 4-3節参照）。公定法に供する分析試料は、VOC の検出状況や廃棄物の分布を踏まえ

て、表 4-2-8 に示すように選定した。 

 

表 4-2-8  H16-4 孔の廃棄物・土壌汚染分析試料採取一覧表 

分析項目 
地点 分析区分 

重金属等 揮発性有機化合物 

廃棄物 GL.-3.10～-7.10m 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-7.1m 試料 

（ベンゼン 0.058mg/L 検出） 

廃棄物 GL.-8.10～-12.10m 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-8.1m 試料 

（ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.013mg/L 検出）

廃棄物 GL.-13.1～-14.1m 

の 2 試料を均等に混合 

GL.-13.1m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

H16-4 

 

 

土壌 GL.-14.8m 

 

GL.-14.8m 

 

 

 

4-2-5  H16-5 孔 

1) 目的（地点設定） 

H16-5 孔は、第 2 工区に位置し、高密度電気探査の結果（A 測線）により浅部に電解質を

多く含む廃棄物が埋め立てられていることが推定された地点であることから、廃棄物層の確

認や廃棄物への有害物質の混入状況について把握するとともに、廃棄物層中の保有水の汚染

状況について把握する目的で調査した。 

上記の目的から、廃棄物層中の保有水を対象に観測井戸を設置することとした。 

 

2) 調査結果 

H16-5 孔のボーリングコアを観察した結果の概要を表 4-2-9 に示した。ボーリングコア観

察の詳細は巻末資料の柱状図およびコア写真に示した。 

 

表 4-2-9  H16-5 孔のボーリング調査結果一覧表 

標高 

(EL.m) 

深度 

(GL.-m)
地 質 記 事 備 考 

 
18.03 

0.00
0.50

盛土、覆土 礫混じり粘土  

 
4.98 13.55

廃棄物 
廃棄物混じり粘土 
主な廃棄物：プラスチック類,ビニール類 
（深度 13.5～13.55m に木くず類あり） 

 

 
2.73 15.80

盛土 廃棄物混じり粘土  

 
0.93 17.60

沖積層 礫混じり粘土  

 
-1.07 19.60

凝灰質砂岩 深度 18.5m までは砂状、以深はやや硬質  
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3) 観測井戸設置 

H16-5 孔の観測井戸は、処分場内における廃棄物層中の保有水（浅層地下水）を対象とし

たものであり、ストレーナ区間は表 4-2-9 から深度 0.55～13.55m に設定した（図 4-2-5）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2-5  H16-5 観測井戸設置状況概要図
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4) 試料採取 

H16-5 孔のボーリングコア試料の中からほぼ 1m 毎に分析試料を採取し、コアガス調査を行

った（第 4-3節参照）。公定法に供する分析試料は、VOC の検出状況や廃棄物の分布を踏まえ

て、表 4-2-10 に示すように選定した。 

 

表 4-2-10  H16-5 孔の廃棄物・土壌汚染分析試料採取一覧表 

分析項目 
地点 分析区分 

重金属等 揮発性有機化合物 

廃棄物 GL-1.50～5.50mの 5試料を均等

に混合 

GL.-1.5m 試料 

（ベンゼン 0.003mg/L 検出） 

廃棄物 GL-6.50～10.50m の 5 試料を均

等に混合 

GL.-8.5m 試料 

（ベンゼン 0.003mg/L 検出） 

廃棄物 GL-11.50～13.5m の３試料を均

等に混合 

GL.-13.5m 試料 

（ベンゼン 0.001mg/L 検出） 

廃棄物 GL-14.50～15.5m の２試料を均

等に混合（廃棄物混じり土） 

GL.-14.5m 試料 

（ベンゼン不検出） 

H16-5 

土壌 GL.-16.5m 

 

GL.-16.5m 

 

 

4-2-6  H16-6 孔 

1) 目的（地点設定） 

H16-6 孔は、第 4～第 5工区および第 6工区の南側のピートストックエリア（許可区域外）

に位置し、既往高密度電気探査の結果（J 測線）により深部に電解質を多く含む廃棄物が埋

め立てられていることが推定された地点であることから、廃棄物層の確認や廃棄物への有害

物質の混入状況について把握するとともに、廃棄物層中の保有水の汚染状況について把握す

る目的で調査した。 

上記の目的から、廃棄物層の保有水を対象に観測井戸を設置することとした。 

 

2) 調査結果 

H16-6 孔のボーリングコアを観察した結果の概要を表 4-2-11 に示した。ボーリングコア観

察の詳細は巻末資料の柱状図およびコア写真に示した。 
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表 4-2-11  H16-6 孔のボーリング調査結果一覧表 

標高 

(EL.m) 

深度 

(GL.-m)
地 質 記 事 備 考 

 
30.56 

0.00
4.83

覆土、盛土 礫混じり粘土  

 
6.64 28.75

廃棄物 

主な廃棄物：プラスチック類,石・コンクリート類,
金属類,合成樹脂・合成繊維類,ビニー
ル類 

(深度 4.83～6.40m,8.05～8.25m に木くず類あり)

 

 
4.39 31.00

凝灰質砂岩 風化部がなく、比較的硬質  

 

3) 観測井戸設置 

H16-6 孔の観測井戸は、許可区域外の廃棄物層中の保有水（浅層地下水）を対象としたも

のであり、ストレーナ区間は表 4-2-11 から深度 5.25～28.75m に設定した（図 4-2-6）。 

 

4) 試料採取 

H16-6 孔のボーリングコア試料の中からほぼ 1m 毎に分析試料を採取し、コアガス調査を行

った（第 4-3節参照）。公定法に供する分析試料は、VOC の検出状況や廃棄物の分布を踏まえ

て、表 4-2-12 に示すように選定した。 

 

表 4-2-12  H16-6 孔の廃棄物・土壌汚染分析試料採取一覧表 

分析項目 
地点 分析区分 

重金属等 揮発性有機化合物 

廃棄物 GL.-5.80～-9.80mの 5試料を均

等に混合 

GL.-7.80m 試料 

（1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.006mg/L 検

出） 

廃棄物 GL.-10.80～-14.80mの 5試料を

均等に混合 

GL.-12.80m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

廃棄物 GL.-15.80～-19.80mの 5試料を

均等に混合 

GL.-16.80m 試料 

（ベンゼン 0.005mg/L 検出） 

廃棄物 GL.-20.80～-24.80mの 5試料を

均等に混合 

GL.-22.80m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

廃棄物 GL.-25.80～-28.70mの 5試料を

均等に混合 

GL.-27.80m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

H16-6 

土壌 GL.-29.3m 

 

GL.-29.3m 
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図 4-2-6  H16-6 観測井戸設置状況概要図
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4-2-7  H16-7 孔 

1) 目的（地点設定） 

H16-7 孔は、第 4～第 5工区の南側の第 6工区に位置し、既往高密度電気探査の結果（J測

線）により深部に電解質を多く含む廃棄物が埋め立てられていることが推定された地点であ

ることから、廃棄物層の確認や廃棄物への有害物質の混入状況について把握するとともに、

廃棄物層中の保有水の汚染状況について把握する目的で調査した。 

上記の目的から、廃棄物層中の保有水を対象に観測井戸を設置することとした。 

 

2) 調査結果 

H16-7 孔のボーリングコアを観察した結果の概要を表 4-2-13 に示した。ボーリングコア観

察の詳細は巻末資料の柱状図およびコア写真に示した。 

 

表 4-2-13  H16-7 孔のボーリング調査結果一覧表 

標高 

(EL.m) 

深度 

(GL.-m)
地 質 記 事 備 考 

 
18.53 

0.00
3.30

覆土、盛土 礫混じり砂質土  

 
12.68 9.15

廃棄物 
主な廃棄物：プラスチック類,石・コンクリート

類 
（深度 5.6～5.7m に木くず類あり） 

 

 
12.23 9.60

盛土 粘土混じり砂礫  

 
0.73 21.10

廃棄物 
主な廃棄物：プラスチック類, 石・コンクリート

類 
 

 
-1.67 23.50

凝灰質砂岩 風化部がなく、比較的硬質  

 

3) 観測井戸設置 

H16-7 孔の観測井戸は、処分場内における廃棄物層中の保有水（浅層地下水）を対象とし

たものであり、ストレーナ区間は表 4-2-13 から深度 3.6～21.1m に設定した（図 4-2-7）。 

 

4) 試料採取 

H16-7 孔のボーリングコア試料の中からほぼ 1m 毎に分析試料を採取し、コアガス調査を行

った（第 4-3節参照）。公定法に供する分析試料は、VOC の検出状況や廃棄物の分布を踏まえ

て、表 4-2-14 に示すように選定した。 
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表 4-2-14  H16-7 孔の廃棄物・土壌汚染分析試料採取一覧表 

分析項目 
地点 分析区分 

重金属等 揮発性有機化合物 

廃棄物 GL.-4.30～-8.30mの 5試料を均

等に混合 

GL.-6.3m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

廃棄物 GL.-9.30～-13.30m の 5 試料を

均等に混合 

GL.-11.3m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

廃棄物 GL.-14.30～-18.30mの 5試料を

均等に混合 

GL.-16.3m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

廃棄物 GL.-19.30～-20.30m の２試料

を均等に混合 

GL.-20.3m 試料 

ピークが認められる。 

H16-7 

 

 

土壌 GL.-21.6m 

 

GL.-21.6m 

 

 

4-2-8  H16-8 孔 

1) 目的（地点設定） 

H16-8 孔は、第 4～第 5工区および第 6工区の南側のピートストックエリア（許可区域外）

に位置し、既往高密度電気探査の結果（C 測線）により深部に電解質を多く含む廃棄物が埋

め立てられていることが推定された地点であることから、廃棄物層の確認や廃棄物への有害

物質の混入状況について把握するとともに、廃棄物層中の保有水の汚染状況について把握す

る目的で調査した。 

上記の目的から、廃棄物層中の保有水を対象に観測井戸を設置することとした。 

 

2) 調査結果 

H16-8 孔のボーリングコアを観察した結果の概要を表 4-2-15 に示した。ボーリングコア観

察の詳細は巻末資料の柱状図およびコア写真に示した。 

 

表 4-2-15  H16-8 孔のボーリング調査結果一覧表 

標高 

(EL.m) 

深度 

(GL.-m)
地 質 記 事 備 考 

 
24.82 

0.00
4.80

覆土、盛土 礫混じり粘土  

 
1.32 28.30

廃棄物 
廃棄物層 
主な廃棄物：プラスチック類,金属類,ビニール類

 

 
-0.88 30.50

凝灰質砂岩 風化部がなく、比較的硬質  
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図 4-2-7  H16-7 観測井戸設置状況概要図
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3) 観測井戸設置 

H16-8 孔の観測井戸は、処分場内の廃棄物層中の保有水と連続すると推定される許可区域

外の廃棄物層中の保有水（浅層地下水）を対象としたものであり、ストレーナ区間は表 4-2-15

から深度 5.3～28.3m に設定した（図 4-2-8）。 

 

4) 試料採取 

H16-8 孔のボーリングコア試料の中からほぼ 1m 毎に分析試料を採取し、コアガス調査を行

った（第 4-3節参照）。公定法に供する分析試料は、VOC の検出状況や廃棄物の分布を踏まえ

て、表 4-2-16 に示すように選定した。 
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図 4-2-8  H16-8 観測井戸設置状況概要図 
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表 4-2-16  H16-8 孔の廃棄物・土壌汚染分析試料採取一覧表 

分析項目 
地点 分析区分 

重金属等 揮発性有機化合物 

廃棄物 GL.-5.80～-9.80m 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-7.80m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

廃棄物 10.8-14.8ｍ 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-12.80m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

廃棄物 15.8-19.8ｍ 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-17.80m 試料 

（ベンゼン 0.001mg/L 検出） 

廃棄物 20.8-24.8ｍ 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-22.80m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

廃棄物 25.8-27.8ｍ 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-26.80m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

H16-8 

土壌 GL.-28.8m 

 

GL.-28.8m 

 

 

4-2-9  H16-9a 孔・H16-9b 孔 

1) 目的（地点設定） 

H16-9 孔は、第 4～第 5工区および第 6工区の南側のピートストックエリア（許可区域外）

に位置し、既往高密度電気探査の結果（C 測線）により深部に電解質を多く含む廃棄物が埋

め立てられていることが推定された地点であること、また、周辺の比抵抗分布よりさらに深

い位置に低い比抵抗部が認められたことから、廃棄物層の確認、土壌の汚染状況および廃棄

物への有害物質の混入状況について把握するとともに、基盤岩中の地下水および廃棄物層中

の保有水の汚染状況について把握する目的で調査した。 

上記の目的から、岩盤中の地下水と廃棄物層中の保有水を対象に観測井戸を設置すること

とした。なお、前者の井戸には H16-9 の後に「a」を付記し、後者の井戸には「b」を付記し、

それぞれ孔番とした。 

 

2) 調査結果 

H16-9a 孔のボーリングコアを観察した結果の概要を表 4-2-17 に示した。ボーリングコア

観察の詳細は巻末資料の柱状図およびコア写真に示した。なお、廃棄物層中の保有水を対象

とした観測井戸の設置のためのコアボーリングを行わず、H16-9a 孔のコア状況を参考に掘削

深度を決定した。 
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表 4-2-17  H16-9a 孔のボーリング調査結果一覧表 

標高 

(EL.m) 

深度 

(GL.-m)
地 質 記 事 備 考 

 
17.92 

0.00
2.70

盛土、覆土 礫混じり粘土  

 
9.97 10.65

廃棄物 
廃棄物層 
主な廃棄物：プラスチック類,ビニール類,合成樹

脂・合成繊維類 
 

 
8.72 11.90

盛土、覆土 礫混じり砂質土  

 
3.52 17.10

廃棄物 
廃棄物層 
主な廃棄物：プラスチック類,石・コンクリート類,

金属類 
 

 
1.82 18.80

凝灰質砂岩 風化部がなく、比較的硬質  

 
-0.58 21.20

凝灰岩 
風化部がなく、やや硬質であるが、やや粘土化し
た部分あり。 

 

 
-6.88 27.50

凝灰質砂岩 風化部がなく、比較的硬質  

 

3) 観測井戸設置 

H16-9a 孔の観測井戸は、基盤岩中の地下水（深層地下水）を対象としたものであり、スト

レーナ区間は表 4-2-17 から深度 17.5～27.5m に設定した（図 4-2-9）。 

H16-9b 孔の観測井戸は、処分場内の廃棄物層中の保有水と連続すると推定される許可区域

外の廃棄物層中の保有水（浅層地下水）を対象としたものであり、ストレーナ区間は表 4-2-17

から深度 3.0～17.0m に設定した（図 4-2-9）。 

 

4) 試料採取 

H16-9a 孔のボーリングコア試料の中からほぼ 1m 毎に分析試料を採取し、コアガス調査を

行った（第 4-3 節参照）。公定法に供する分析試料は、VOC の検出状況や廃棄物の分布を踏ま

えて、表 4-2-18 に示すように選定した。 

 

表 4-2-18  H16-9a 孔の廃棄物・土壌汚染分析試料採取一覧表 

分析項目 
地点 分析区分 

重金属等 揮発性有機化合物 

廃棄物 GL.-3.70～-7.70m 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-5.70m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

廃棄物 GL.-8.70～-12.70m 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-10.70m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

廃棄物 GL.-13.70～-16.70m 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-15.70m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

H16-9a 

 

 

土壌 GL.-17.8m GL.-17.8m 
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図 4-2-9（1）  H16-9a 観測井戸設置状況概要図
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図 4-2-9（2）  H16-9b 観測井戸設置状況概要図
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4-2-10  H16-10 孔 

1) 目的（地点設定） 

H16-10 孔は、旧工区の第 5 工区に位置し、表層（境界面）ガス等調査（D･E-13 地点）で、

高濃度（1,120ppm）の硫化水素が検出された地点であることから、廃棄物層の確認や廃棄物

への有害物質の混入状況について把握するとともに、廃棄物層中の保有水の汚染状況につい

て把握する目的で調査した。 

上記の目的から、廃棄物層中の保有水を対象に観測井戸を設置することとした。 

 

2) 調査結果 

H16-10 孔のボーリングコアを観察した結果の概要を表 4-2-19 に示した。ボーリングコア

観察の詳細は巻末資料の柱状図およびコア写真に示した。 

 

表 4-2-19  H16-10 孔のボーリング調査結果一覧表 

標高 

(EL.m) 

深度 

(GL.-m)
地 質 記 事 備 考 

 
16.35 

0.00
5.00

盛土、覆土 礫混じり粘土  

 
-0.45 21.80

廃棄物 
廃棄物層 
主な廃棄物：プラスチック類,石・コンクリート類,

ビニール類 
 

 
-1.55 22.90

覆土 礫混じり砂質土  

 
-6.55 27.90

廃棄物 
廃棄物層 
主な廃棄物：プラスチック類,ビニール類 

 

 
-8.65 30.00

凝灰質砂岩 風化部がなく、比較的硬質  

 

3) 観測井戸設置 

H16-10 孔の観測井戸は、処分場内の廃棄物層中の保有水（浅層地下水）を対象としたもの

であり、ストレーナ区間は表 4-2-19 から深度 5.4～27.9m に設定した（図 4-2-10）。 

 

4) 試料採取 

H16-10 孔のボーリングコア試料の中からほぼ 1m 毎に分析試料を採取し、コアガス調査を

行った（第 4-3 節参照）。公定法に供する分析試料は、VOC の検出状況や廃棄物の分布を踏ま

えて、表 4-2-20 に示すように選定した。 
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図 4-2-10  H16-10 観測井戸設置状況概要図
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表 4-2-20  H16-10 孔の廃棄物・土壌汚染分析試料採取一覧表 

分析項目 
地点 分析区分 

重金属等 揮発性有機化合物 

廃棄物 GL.-6.00～-10.00m の 5 試料を

均等に混合 

GL.-8.00m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

廃棄物 GL.-11.00～-15.00m の 5 試料

を均等に混合 

GL.-13.00m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

廃棄物 GL.-16.00～-20.00m の 5 試料

を均等に混合 

GL.-19.00m 試料 

（ベンゼン 0.001mg/L 検出） 

廃棄物 GL.-21.00～-25.00m の 4 試料

を均等に混合（GL-22.00m は混

合しない） 

GL.-23.00m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

廃棄物 GL.-26.00～-27.90m の３試料

を均等に混合 

GL.-27.90m 試料 

（ベンゼン 0.003mg/L 検出） 

H16-10 

土壌 GL.-28.9m 

 

GL.-28.9m 

 

 

4-2-11  H16-11 孔 

1) 目的（地点設定） 

H16-11 孔は、新工区の第 9 工区に位置し、表層（境界面）ガス等調査（K･L-10･11 地点）

で、最高濃度（1,400ppm）の硫化水素が検出された地点であることから、廃棄物層の確認や

廃棄物への有害物質の混入状況について把握するとともに、廃棄物層中の保有水の汚染状況

について把握する目的で調査した。 

上記の目的から、廃棄物層中の保有水を対象に観測井戸を設置することとした。 

 

2) 調査結果 

H16-11 孔のボーリングコアを観察した結果の概要を表 4-2-21 に示した。ボーリングコア

観察の詳細は巻末資料の柱状図およびコア写真に示した。 

 

表 4-2-21  H16-11 孔のボーリング調査結果一覧表 

標高 

(EL.m) 

深度 

(GL.-m)
地 質 記 事 備 考 

 
18.96 

0.00
1.40

盛土、覆土 礫混じり粘土  

 
4.16 16.20

廃棄物 主な廃棄物：プラスチック類  

 
3.51 16.85

盛土 粘土  

 
1.36 19.00

凝灰質砂岩 風化部がなく、比較的硬質  

 



4-52 

3) 観測井戸設置 

H16-11 孔の観測井戸は、処分場内の廃棄物層中の保有水（浅層地下水）を対象としたもの

であり、ストレーナ区間は表 4-2-21 から深度 1.7～16.2m に設定した（図 4-2-11）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2-11  H16-11 観測井戸設置状況概要図
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4) 試料採取 

H16-11 孔のボーリングコア試料の中からほぼ 1m 毎に分析試料を採取し、コアガス調査を

行った（第 4-3 節参照）。公定法に供する分析試料は、VOC の検出状況や廃棄物の分布を踏ま

えて、表 4-2-22 に示すように選定した。 

 

表 4-2-22  H16-11 孔の廃棄物・土壌汚染分析試料採取一覧表 

分析項目 
地点 分析区分 

重金属等 揮発性有機化合物 

廃棄物 GL.-2.40～-6.40m の 5 試料を

均等に混合 

GL.-3.40m 試料 

（ベンゼン 0.001mg/L 検出） 

廃棄物 GL.-7.40～-11.40m の 5 試料を

均等に混合 

GL.-11.40m 試料 

（ベンゼン 0.005mg/L 検出） 

廃棄物 GL.-12.40～-16.20m の 5 試料

を均等に混合 

GL.-15.40m 試料 

（ベンゼン 0.002mg/L 検出） 

Ｈ16-11 

土壌 GL.-16.80m 

 

GL.-16.80m 

 

 

4-2-12  H16-12 孔 

1) 目的（地点設定） 

H16-12 孔は、旧工区の第 4 工区に位置し、表層（境界面）ガス等調査（C･D-12 地点）で、

最高濃度（96％）の可燃性ガスが検出された地点であることから、廃棄物層の確認や廃棄物

への有害物質の混入状況について把握するとともに、廃棄物層中の保有水の汚染状況につい

て把握する目的で調査した。 

上記の目的から、廃棄物層中の保有水を対象に観測井戸を設置することとした。 

 

2) 調査結果 

H16-12 孔のボーリングコアを観察した結果の概要を表 4-2-23 に示した。ボーリングコア

観察の詳細は巻末資料の柱状図およびコア写真に示した。 

 

表 4-2-23  H16-12 孔のボーリング調査結果一覧表 

標高 

(EL.m) 

深度 

(GL.-m)
地 質 記 事 備 考 

 
16.65 

0.00
2.40

盛土、覆土 礫混じり粘土  

 
-1.15 20.20

廃棄物 
廃棄物層 
主な廃棄物：プラスチック類 

 

 
-3.45 22.50

凝灰質砂岩 風化部がなく、比較的硬質  
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3) 観測井戸設置 

H16-12 孔の観測井戸は、処分場内の廃棄物層中の保有水（浅層地下水）を対象としたもの

であり、ストレーナ区間は表 4-2-23 から深度 3.2～20.2m に設定した（図 4-2-12）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2-12  H16-12 観測井戸設置状況概要図
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4) 試料採取 

H16-12 孔のボーリングコア試料の中からほぼ 1m 毎に分析試料を採取し、コアガス調査を

行った（第 4-3 節参照）。公定法に供する分析試料は、VOC の検出状況や廃棄物の分布を踏ま

えて、表 4-2-24 に示すように選定した。 

 

表 4-2-24  H16-12 孔の廃棄物・土壌汚染分析試料採取一覧表 

分析項目 
地点 分析区分 

重金属等 揮発性有機化合物 

廃棄物 GL.-3.40～-7.40m 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-5.40m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

廃棄物 GL.-8.40～-12.40m 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-10.40m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

廃棄物 GL.-13.40～-17.40m 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-15.40m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

廃棄物 GL.-18.40～-19.40m 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-19.40m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

Ｈ16-12 

土壌 GL.-20.70m GL.-20.70m 

 

 

4-2-13 H16-13 孔 

1) 目的（地点設定） 

H16-13 孔は、新工区の第 7 工区に位置し、表層（境界面）ガス等調査（H･I-8 地点）で、

最高濃度（2.5ppm）のベンゼンが検出した地点であることから、廃棄物層の確認や廃棄物へ

の有害物質の混入状況について把握するとともに、廃棄物層中の保有水の汚染状況について

把握する目的で調査した。 

上記の目的から、廃棄物層中の保有水を対象に観測井戸を設置することとした。 

 

2) 調査結果 

H16-13 孔のボーリングコアを観察した結果の概要を表 4-2-25 に示した。ボーリングコア

観察の詳細は巻末資料の柱状図およびコア写真に示した。 
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表 4-2-25  H16-13 孔のボーリング調査結果一覧表 

標高 

(EL.m) 

深度 

(GL.-m)
地 質 記 事 備 考 

 
17.58 

0.00
1.60

盛土、覆土 礫混じり粘土  

 
8.28 10.90

廃棄物 
廃棄物層 
主な廃棄物：プラスチック類,ビニール類 

 

 
6.23 12.95

凝灰質砂岩 風化部もあり、やや硬質  

 

3) 観測井戸設置 

H16-13 孔の観測井戸は、処分場内の廃棄物層中の保有水（浅層地下水）を対象としたもの

であり、ストレーナ区間は表 4-2-25 から深度 1.9～10.9m に設定した（図 4-2-13）。 

 

4) 試料採取 

H16-13 孔のボーリングコア試料の中からほぼ 1m 毎に分析試料を採取し、コアガス調査を

行った（第 4-3 節参照）。公定法に供する分析試料は、VOC の検出状況や廃棄物の分布を踏ま

えて、表 4-2-26 に示すように選定した。 

 

表 4-2-26  H16-13 孔の廃棄物・土壌汚染分析試料採取一覧表 

分析項目 
地点 分析区分 

重金属等 揮発性有機化合物 

廃棄物 GL.-2.60～-6.60m 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-2.60m 試料 

（ベンゼン 0.003mg/L 検出） 

廃棄物 GL.-7.60～-10.60m 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-10.60m 試料 

（ベンゼン 0.001mg/L 検出） 

Ｈ16-13 

土壌 GL.-11.40m 

 

GL.-11.40m 
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図 4-2-13  H16-13 観測井戸設置状況概要図 
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4-2-14 H16-14 孔 

1) 目的（地点設定） 

H16-14 孔は、第 3工区の既往高密度電気探査測線のＪ測線の端部に位置し、第 5回村田町

竹の内地区産業廃棄物最終処分場総合対策検討委員会（平成 16 年 11 月 5 日）（以下、「第 5

回総合対策検討委員会」という。）で住民委員から要望があった地点であり、平成 16 年 11

月 15 日に現場で位置を再確認した地点である。本孔は廃棄物層の確認や廃棄物への有害物

質の混入状況について把握するとともに、廃棄物層中の保有水の汚染状況について把握する

目的で調査した。 

上記の目的から、廃棄物層中の保有水を対象に観測井戸を設置することとした。 

 

2) 調査結果 

H16-14 孔のボーリングコアを観察した結果の概要を表 4-2-27 に示した。ボーリングコア

観察の詳細は巻末資料の柱状図およびコア写真に示した。 

 

表 4-2-27  H16-14 孔のボーリング調査結果一覧表 

標高 

(EL.m) 

深度 

(GL.-m)
地 質 記 事 備 考 

 
15.53 

0.00
4.85

盛土、覆土 礫混じり粘土  

 
-4.82 25.20

廃棄物 
廃棄物層 
主な廃棄物：プラスチック類,石・コンクリート

類 
 

 
-7.12 27.50

凝灰質砂岩 風化部がなく、比較的硬質  

 

3) 観測井戸設置 

H16-14 孔の観測井戸は、処分場内の廃棄物層中の保有水（浅層地下水）を対象としたもの

であり、ストレーナ区間は表 4-2-27 から深度 5.2～25.2m に設定した（図 4-2-14）。 

 

4) 試料採取 

H16-14 孔のボーリングコア試料の中からほぼ 1m 毎に分析試料を採取し、コアガス調査を

行った（第 4-3 節参照）。公定法に供する分析試料は、VOC の検出状況や廃棄物の分布を踏ま

えて、表 4-2-28 に示すように選定した。 
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図 4-2-14  H16-14 観測井戸設置状況概要図
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表 4-2-28  H16-14 孔の廃棄物・土壌汚染分析試料採取一覧表 

分析項目 
地点 分析区分 

重金属等 揮発性有機化合物 

廃棄物 GL.-5.90～-9.90m 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-7.90m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

廃棄物 GL.-10.90～-14.90m 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-12.90m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

廃棄物 GL.-15.90～-19.90m 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-17.90m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

廃棄物 GL.-20.90～-24.90m 

の 5 試料を均等に混合 

GL.-22.90m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

H16-14 

土壌 GL.-25.70m 

 

GL.-25.70m 

 

 

4-2-15 H16-15 孔 

1) 目的（地点設定） 

H16-15 孔は、第 7 工区の東方（下流側）に位置し、第 5回村田町竹の内地区産業廃棄物最

終処分場総合対策検討委員会（平成 16年 11 月 5日）（以下、「第 5 回総合対策検討委員会」

という。）で住民委員から要望があった地点であり、平成 16年 11月 15 日に現場で位置を再

確認した地点である。本孔は処分場、特に第 7工区の下流側に位置することから廃棄物層か

ら保有水が浸出している可能性が指摘されており、盛土層中の地下水の汚染状況について把

握する目的で調査した。 

上記の目的から、盛土層の地下水を対象に観測井戸を設置することとした。 

 

2) 調査結果 

H16-15 孔のボーリングコアを観察した結果の概要を表 4-2-29 に示した。ボーリングコア

観察の詳細は巻末資料の柱状図およびコア写真に示した。 

 

表 4-2-29  H16-15 孔のボーリング調査結果一覧表 

標高 

(EL.m) 

深度 

(GL.-m)
地 質 記 事 備 考 

 
11.49 

0.00
5.30

盛土 礫混じり粘土  

 
5.39 11.40

盛土 
粘土 
下部はピート層 

 

 
4.79 12.00

凝灰質砂岩 全体に風化し砂状、一部に粘土化部あり  

 

3) 観測井戸設置 

H16-15 孔の観測井戸は、処分場内の廃棄物層中の保有水と連続すると推定される処分場の
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下流側の盛土層中の地下水（浅層地下水）を対象としたものであり、ストレーナ区間は表

4-2-29 から深度 5.9～11.4m に設定した（図 4-2-15）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2-15  H16-15 観測井戸設置状況概要図
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4) 試料採取 

H16-15 孔のボーリングコア試料の中からほぼ 1m 毎に分析試料を採取し、コアガス調査を

行った（第 4-3 節参照）。公定法に供する分析試料は、VOC の検出状況や盛土層の分布を踏ま

えて、表 4-2-30 に示すように選定した。 

 

表 4-2-30  H16-15 孔の土壌汚染分析試料採取一覧表 

分析項目 
地点 分析区分 

重金属等 揮発性有機化合物 

土壌 GL.-1.00～-5.00mの5試料を均

等に混合 

GL.-3.00m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 

H16-15 

土壌 GL.-6.00～-10.00m の 5 試料を

均等に混合 

GL.-8.00m 試料 

（ベンゼンは不検出。区間深度

の中央部分として） 
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4-3 廃棄物・土壌汚染分析 

第 4-2 節で述べたボーリング調査において、廃棄物が分布する区間では約 1m毎に試料を採

取し、その採取した試料を分取してコアガス調査を行った。廃棄物・土壌汚染分析は、その

結果や廃棄物の分布等を踏まえて廃棄物・土壌汚染分析に供する試料を選定し、第 4-1-2 項

に示した方法に準拠した溶出量試験や含有量試験等を行った。 

 

4-3-1 コアガス調査結果 

H16-1a 孔～H16-15 孔の約１m 毎のボーリングコア試料を対象に行ったコアガス調査（簡易

溶出試験）の結果を表 4-3-1 に示し、その結果の概要を以下に示す。なお、コアガス調査結

果の詳細は、巻末資料として添付した。 

  既往表層ガス等調査および表層（境界面）ガス等調査の結果、新工区の広範囲におい

てベンゼンが検出されており、このことを反映して、H16-12 孔を除き、全ての地点で

ベンゼンが確認され、深度方向にも分布することが確認された。 

  しかしながら、表層（境界面）ガス等調査の結果においてベンゼンが最も高濃度で検

出された H16-13 孔では、0.003mg/L 以下と低濃度であった。 

  最も高濃度のベンゼンが検出された調査地点は新工区に位置する H16-4 孔であり、

0.1mg/L であった。 

  ベンゼン以外の項目については、テトラクロロエチレンが H16-3 孔と H16-4 孔に、

1,1,1-トリクロロエタンが H16-3 孔に、1,1-ジクロロエチレンが H16-6 孔にそれぞれ 1

深度の試料で検出されたのみで、その他の項目は不検出であった。 

 

以上のコアガス調査の結果や廃棄物の分布等を踏まえて、表 4-2-2～表 4-2-30 に示した公

定法による溶出量試験や含有量試験に供するコア試料を選定した。 
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(1) 表 4-3-1  コアガス調査（VOC 簡易溶出試験）結果一覧表 

孔番 
掘進長 

（m） 

廃棄物分布 

深 度 

（GL.-m） 

簡易 

分析 

（試料）

検出された深度と 

項目及び濃度の概要 
備考 

H16-1a 22.00 - 22 ・ 不検出  

H16-2a 18.00 0.40～13.00 18 
・ 深度 1.4～8.4m：ベンゼン

0.001～0.011mg/L 
 

H16-3 28.00 3.50～25.65 27 

・ 深度 13.5m：1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ
0.004mg/L 

・ 深度 4.5～23.5m：ベンゼン
0.001～0.004mg/L 

・ 深度 11.5m：ﾃﾄﾗｸﾛ ﾛｴﾁﾚ ﾝ
0.001mg/L 

表層ガス調

査でも確認 

H16-4 16.50 2.10～14.30 17 

・ 深度 3.1～8.1m：ベンゼン
0.004～0.100mg/L 

・ 深度 8.1m：ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 
0.013mg/L 

表層ガス調

査でも確認 

H16-5 19.60 0.50～15.80 19 
・ 深度 1.5～13.5m：ベンゼン

0.001～0.003mg/L 

 

H16-6 31.00 4.83～28.75 31 

・ 深度 7.8m：1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
0.006mg/L 

・ 深度 16.8～17.8m：ベンゼン
0.001～0.005mg/L 

 

H16-7 23.50 3.30～21.10 23 ・ 不検出  

H16-8 30.50 4.80～28.30 30 
・ 深度 16.8～17.8m：ベンゼン

0.001mg/L 

 

H16-9a 27.50 2.70～17.10 27 ・ 不検出  

H16-10 30.00 5.00～27.90 30 
・ 深 度 19.0m ： ベ ン ゼ ン

0.001mg/L,深度 27.9m：ベン
ゼン 0.003mg/L 

表層ガス調

査でも確認 

H16-11 19.00 1.40～16.20 20 
・ 深度 2.4～16.2m：ベンゼン

0.001～0.002mg/L 

表層ガス調

査でも確認 

H16-12 22.50 2.40～20.20 22 ・ 不検出 
表層ガス調

査では確認 

H16-13 12.95 1.60～10.90 13 
・ 深度 2.6～10.6m：ベンゼン

0.001～0.003mg/L 

表層ガス調

査でも確認 

H16-14 27.50 4.85～25.20 27 ・ 不検出  

H16-15 12.00 - 12 ・ 不検出  

合  計 338 － － 
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4-3-2 廃棄物汚染分析結果 

ボーリングコアから採取した試料について、廃棄物汚染分析（溶出量試験や含有量試験）

を行った。その概要を以下に示す。 

 

1) 判定基準との対比 

揮発性有機化合物，重金属類および農薬類については、「金属等を含む産業廃棄物に係る判

定基準を定める省令（昭和 48年 2月 17日総理府令第 5号）」に、ダイオキシン類については、

「廃棄物焼却炉に係るばいじん等に含まれるダイオキシン類の量の基準及び測定の方法に関

する省令（平成 12年 1月 14 日号外厚生省令第１号）」に示される判定基準と今回の分析結果

を対比した。 

判定基準と対比した分析結果を表 4-3-2 に示し、その概要を以下に述べる。 

 

(1) 揮発性有機化合物 

  揮発性有機化合物のうち、ベンゼンのみ検出され、その他の項目は不検出であった。 

  ベンゼンは、H16-2 孔および H16-4 孔で検出されたが、判定基準値（0.1mg/L）以下

であった。 

 

(2) 重金属類 

  重金属類のうち、総水銀，鉛，砒素が検出されたが、その他の項目は不検出であった。 

  総水銀は、H16-5 孔および H16-12 孔で検出されたが、判定基準値(0.005mg/L)以下で

あった。 

  鉛は、H16-7 孔，H16-10 孔，H16-11 孔，H16-12 孔および H16-13 孔で検出されたが、

判定基準値(0.3mg/L)以下であった。 

  砒素は、H16-5 孔で検出されたが、判定基準値(0.3mg/L)以下であった。 

 

(3) 農薬類 

  農薬類は、全ての孔の試料において、不検出であった。 

 

(4) ダイオキシン類 

  ダイオキシン類は、全試料で検出されたが、その濃度は 0.0016～0.58ng-TEQ/g であ

り、判定基準値（3 ng-TEQ/g）以下であった。 

 

2) 土壌環境基準との対比 

揮発性有機化合物，重金属類および農薬類については、「土壌汚染対策法施行規則（平成

14 年 12 月 26 日環境省令第 29 号）」に、ダイオキシン類については、「ダイオキシン類に

よる大気、水質の汚濁（水底の汚染を含む）及び土壌の汚染に係る基準（平成 14 年環境省

告示 46 号）」に示される土壌環境基準と今回の分析結果を対比した。 

土壌環境基準と対比した分析結果を表 4-3-3 に示し、その概要を以下に述べる。 

なお、ベンゼン，カドミウム，セレン，鉛および砒素については、上記判定基準値を超
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過した地点以外の数値は、環境基準と対比するために定量下限値以下の検出下限値まで表

記した。 

 

(1) 揮発性有機化合物 

  揮発性有機化合物のうち、ベンゼンのみ検出され、その他の項目は不検出であった。 

  ベンゼンのみが H16-2 孔，H16-3 孔，H16-4 孔，H16-5 孔，H16-6 孔，H16-10 孔およ

び H16-11 孔において検出され、このうち、H16-2 孔 GL.-4.4m と H16-4 孔 GL.-7.1m

の 2 試料が土壌環境基準値（0.01mg/L）を超過した。 

  H16-13 孔では、表層(境界面)ガス等調査において、ベンゼンが最高濃度であったが、

本分析では不検出であった。 

 

(2) 重金属等 

  重金属類のうち、総水銀，鉛，砒素，ふっ素およびほう素が検出されたが、その他の

項目は不検出であった。 

  総水銀は、H16-5 孔および H16-12 孔の試料で検出され、H16-5 孔 GL-14.5～15.5m

の試料で土壌環境基準値（0.0005mg/L）をわずかに超過した。 

  鉛は、H16-2 孔および H16-5 孔を除く全ての孔の試料で検出された。H16-6 孔，H16-7

孔，H16-8 孔，H16-10 孔，H16-11 孔，H16-12 孔および H16-13 孔の試料において、土

壌環境基準値（0.01mg/L）を超過した。 

  砒素は、H16-3 孔，H16-4 孔および H16-14 孔を除く全ての孔の試料で、検出された。

H16-2 孔，H16-5 孔および H16-10 孔の試料において、土壌環境基準値（0.01mg/L）を

超過した。 

  ふっ素は、全試料において検出された。このうち、H16-4 孔，H16-5 孔，H16-11 孔お

よび H16-13 孔の試料において、土壌環境基準値（0.8mg/L）を超過した。 

  ほう素は、H16-2 の 1試料（GL.-9.40～12.40m）と H16-5 の 1 試料（GL.‐14.5～15.5m）

を除く全試料において検出された。このうち、H16-3 孔，H16-8 孔および H16-13 孔に

おいて、土壌環境基準値（1mg/L）を超過した。 

 

(3) 農薬類 

  農薬類は、全ての孔の試料において、不検出であった。 

 

(4) ダイオキシン類 

  ダイオキシン類は、全ての孔の試料において検出されたが、土壌環境基準値

（1ng-TEQ/g）以下であった。 
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3) 土壌含有量基準（重金属類）との対比 

重金属類については、「土壌汚染対策法施行規則（平成 14 年 12 月 26 日環境省令第 29

号）」に示されている土壌含有量基準と今回分析した結果とを対比した。 

土壌含有量基準と対比した分析結果を表 4-3-4 に示し、その概要を以下に述べる。 

 

  カドミウム，鉛，砒素およびふっ素は検出されたが、その他の項目は不検出であった。 

  カドミウムは、H16-4 孔，H16-5 孔，H16-6 孔，H16-7 孔，H16-8 孔，H16-9 孔，H16-12

孔および H16-14 孔で検出された。H16-8 孔の試料においては、土壌含有量基準値

（150mg/kg）を超過した。 

  鉛は、全試料において検出された。ほとんどの試料が、土壌含有量基準値（150mg/kg）

を超過しており、H16-8 孔の試料では 1,000mg/kg を示す値を確認した。 

  砒素は、H16-5 孔，H16-6 孔，H16-7 孔，H16-8 孔，H16-9 孔および H16-14 孔で検出

されたが、土壌含有量基準値（150mg/kg）以下であった。 

  ふっ素は、H16-2 の 1 試料( GL-9.40～12.40ｍ) ，H16-5 の 1 試料（GL‐14.5～15.5

ｍ） および H16-6 の 1試料（GL-10.80～14.80ｍ）以外の全ての試料において検出さ

れたが、土壌含有量基準値（4,000mg/kg）以下であった。 
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4-3-3 土壌汚染分析結果 

ボーリングコアから採取した試料について、土壌汚染分析（溶出量試験や含有量試験）を

行った。その概要を以下に示す。 

 

1) 土壌溶出量基準との対比 

揮発性有機化合物,重金属類および農薬類については、「土壌汚染対策法施行規則（平成 14

年 12 月 26 日環境省令第 29 号）」に示されている土壌溶出量基準と今回の分析結果を対比し

た。 

土壌溶出量基準との対比した分析結果を表 4-3-5 に示し、その概要を以下に述べる。 

 

(1) 揮発性有機化合物 

  揮発性有機化合物は、全ての孔の試料において、不検出であった。 

 

(2) 重金属等 

  重金属類のうち、セレン，砒素，ふっ素およびほう素は検出されたが、その他の項目

は不検出であった。 

  セレンは、H16-6 孔，H16-8 孔，H16-9 孔，H16-10 孔，H16-12 孔，H16-13 孔，H16-14

孔および H16-15 孔において検出されたが、土壌環境基準値(0.01mg/L)以下であった。 

  砒素は、H16-1 孔，H16-2 孔，H16-4 孔，H16-6 孔，H16-7 孔，H16-8 孔，H16-9 孔，

H16-10 孔，H16-11 孔，H16-13 孔および H16-14 孔で検出された。このうち、H16-7

孔と H16-8 孔の基盤岩の試料でそれぞれ 0.021mg/L,0.025mg/L が検出され、土壌溶出

量基準値（0.01mg/L）を超過した。 

  ふっ素は、H16-1 の 2 試料(GL-8.00～11.00ｍ，GL-17.00～21.00ｍ) ，H16-10 孔およ

び H16-14 孔を除く、全ての地点において検出されたが、土壌環境基準値（0.8mg/L）

以下であった。  

  ほう素は、H16-3 孔，H16-7 孔，H16-8 孔，H16-11 孔，H16-12 孔および H16-13 孔に

おいて検出されたが、このうち、H16-11 孔の盛土層の試料で 1.3mg/L が検出され、

土壌溶出量基準値（1mg/L）を超過した。 

 

(3) 農薬類 

  農薬類は、全ての孔の試料において、不検出であった。 
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2) 土壌含有量基準（重金属類）との対比 

重金属類については、「土壌汚染対策法施行規則（平成 14 年 12 月 26 日環境省令第 29

号）」に示されている土壌含有量基準と今回分析した結果とを対比した。 

土壌含有量基準と対比した分析結果を表 4-3-6 に示し、その結果の概要を以下に述べる。 

 

  重金属類のうち、鉛以外の項目は不検出であった。 

  鉛は、H16-1 孔，H16-2 孔，H16-3 孔，H16-4 孔，H16-7 孔，H16-8 孔，H16-11 孔，お

よび H16-12 孔で検出されたが、その濃度は 10～17mg/kg 程度と土壌含有量基準値

（150mg/kg）以下であった。 

 

 



4-70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表
4
-
3-
2
 
廃

棄
物
汚
染

分
析

結
果
表

（
判

定
基

準
）

 



4-71 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表
4
-
3-
3
 
 

廃
棄

物
汚

染
分

析
結
果
 
土

壌
環

境
基

準
対

比
表

 



4-72 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表
4
-3
-
4
 
 

廃
棄

物
汚

染
分

析
結
果
 
土

壌
含

有
量
基
準

対
比
表

 



4-73 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表
4
-
3-
5
 
 

土
壌

汚
染

分
析

結
果
表

（
土

壌
溶

出
量

基
準

）
 



4-74 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表
4
-
3-
6
 
 
土
壌

汚
染

分
析
結

果
表

（
土

壌
含

有
量

基
準

）
 



4-75 

4-4 地下水位・地下水分析 

処分場内外の水平・鉛直方向の保有水及び地下水の汚染の有無やその拡散状況,流動状況等

を検討するために、ボーリング調査で設置した観測井戸と平成 15 年 12 月に設置・調査した

既設観測井戸において（表 4-1-5 参照）、地下水位を測定し、地下水を採取して水質検査項目

に加えて、地下水の溶存成分（塩類）についても分析を行った。 

 

4-4-1 地下水位等測定結果 

平成 17 年 1 月 12 日に保有水及び地下水分析用の試料採取に先行して、地下水位（孔内水

位）や水温の鉛直分布を測定した。 

以下に、各測定結果の概要について述べる。 

 

1) 地下水位測定結果 

各孔の地下水位測定結果を表 4-4-1 に示した。これらの測定結果に加え、処分場内外の排

水施設（側溝や導水管、ポンプ）などの位置と標高から推定される、処分場内外の浅層地下

水位等高線図を作成した（図 4-4-1）。 

地下水位測定から、処分場内の地下水位には廃棄物層内等に胚胎する浅層地下水（廃棄物

中の保有水と沖積層や盛土層中の地下水）と岩盤内に胚胎する深層地下水（基盤岩中の地下

水）があることが推定されたことから、以下に浅層地下水と深層地下水とに分けて記述した。 

 

(1) 浅層地下水（廃棄物中の保有水と沖積層や盛土層中の地下水） 

  浅層地下水は、地形形状を反映して全体的に西側から東側（荒川）へ向かって流下し

ているものと推定された。 

  また、浅層地下水は第 1 工区の北側では処分場の北方に位置する丘陵地の地形を反映

して地下水位の高まりが推定され、西側の地下水位の高標高部との間に地下水位等高

線の低標高部の存在が推定された。 

  処分場の中央部に設置されたポンプにて下流側へ放流されている側溝、処分場の南側

から東側にかけて設置された側溝、および処分場から下流域の素掘りの側溝などは、

周辺地下水位より低い標高にあることから、これらの側溝などはドレーンの役割があ

り、浅層地下水はこれらの側溝に集まるような流れを形成しているものと推定された。 

  浅層地下水は地下水位等高線図から動水勾配が1/100～1/250程度であることから非常

に緩やかに流動しているものと推定された。 

 

(2) 深層地下水（基盤岩中の地下水） 

  処分場内外の深層地下水分布は、調査地点が少ないこともあり、浅層地下水に比較し

詳細を述べることは困難であるが、浅層地下水位と同様に西側から東側へ流下してい

るものと推定された。 

  処分場東端部付近における深層地下水（Loc.1,H16-1a）は、浅層地下水（Loc.1a・

b,H16-1b）より高標高部に水位を形成していることから被圧水であると確認された。 
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2) 孔内水温測定結果 

孔内の水温測定結果を表 4-4-2 に示す。 

孔内の水温測定は孔内洗浄から 2 週間以上時間を空けて、地下水試料を採取する前に行っ

た。 

測定結果を表 4-4-2 に示し、その概要を以下に述べる。 

 

  廃棄物層内に設置した観測井戸では、孔内水の水温の鉛直分布が孔底と地表付近で低

くなり、これらの間で高くなるという不均一な水温分布が多く見られた。 

 

表 4-4-2  観測井戸孔内水温測定結果一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成17年1月12日測定

観測井戸
地盤標高
（EL.m）

管頭立上り
(m)

項　目

計測深度(-m） 1.19 5.00 10.00 15.00 20.00 21.56 - -
深度（GL.-m） 0.10 3.91 8.91 13.91 18.91 20.47 - -
水温（℃） 6.00 10.60 11.60 12.00 12.20 12.40 - -
計測深度(-m） 1.50 5.00 10.00 11.50 - - - -
深度（GL.-m） 0.41 3.91 8.91 10.41 - - - -
水温（℃） 5.60 10.40 11.50 11.70 - - - -
計測深度(-m） 2.70 5.00 10.00 15.00 18.50 - - -
深度（GL.-m） 2.23 4.53 9.53 14.53 18.03 - - -
水温（℃） 11.80 13.80 14.80 15.20 15.00 - - -
計測深度(-m） 1.23 5.00 9.44 - - - - -
深度（GL.-m） 0.76 4.53 8.97 - - - - -
水温（℃） 10.50 11.40 14.10 - - - - -
計測深度(-m） 3.65 5.00 10.00 15.00 20.00 25.00 26.70 -
深度（GL.-m） 3.10 4.45 9.45 14.45 19.45 24.45 26.15 -
水温（℃） 38.50 40.10 40.90 36.70 29.00 25.20 23.70 -
計測深度(-m） 3.87 5.00 10.00 14.95 - - - -
深度（GL.-m） 2.95 4.08 9.08 14.03 - - - -
水温（℃） 17.70 20.30 19.60 18.70 - - - -
計測深度(-m） 2.16 5.00 10.00 14.26 - - - -
深度（GL.-m） 1.57 4.41 9.41 13.67 - - - -
水温（℃） 11.80 17.00 18.20 20.50 - - - -
計測深度(-m） 18.35 20.00 25.00 29.90 - - - -
深度（GL.-m） 17.47 19.12 24.12 29.02 - - - -
水温（℃） 20.50 22.60 22.10 19.90 - - - -
計測深度(-m） 5.20 10.00 15.00 20.00 21.79 - - -
深度（GL.-m） 4.51 9.31 14.31 19.31 21.10 - - -
水温（℃） 21.60 25.20 26.30 26.50 26.40 - - -
計測深度(-m） 12.78 15.00 20.00 25.00 28.90 - - -
深度（GL.-m） 11.96 14.18 19.18 24.18 28.08 - - -
水温（℃） 30.00 32.80 31.40 29.30 26.30 - - -
計測深度(-m） 3.58 5.00 10.00 15.00 20.00 25.00 27.86 -
深度（GL.-m） 3.03 4.45 9.45 14.45 19.45 24.45 27.31
水温（℃） 20.70 22.80 25.50 25.60 24.00 21.30 19.90 -
計測深度(-m） 3.90 5.00 10.00 5.00 18.27 - - -
深度（GL.-m） 3.39 4.49 9.49 4.49 17.76 - - -
水温（℃） 20.90 25.60 26.00 26.10 25.60 - - -
計測深度(-m） 4.57 5.00 10.00 15.00 20.00 25.00 29.38 -
深度（GL.-m） 3.81 4.24 9.24 14.24 19.24 24.24 28.62 -
水温（℃） 29.80 30.40 31.00 31.40 32.40 31.00 25.10 -
計測深度(-m） 3.45 5.00 10.00 15.00 17.50 - - -
深度（GL.-m） 2.60 4.15 9.15 14.15 16.65 - - -
水温（℃） 32.50 34.90 36.40 38.70 36.40 - - -
計測深度(-m） 2.73 5.00 10.00 15.00 20.00 21.41 - -
深度（GL.-m） 1.65 3.92 8.92 13.92 18.92 20.33 - -
水温（℃） 18.40 21.60 23.20 24.70 26.50 26.50 - -
計測深度(-m） 3.16 5.00 10.00 11.90 - - - -
深度（GL.-m） 2.51 4.35 9.35 11.25 - - - -
水温（℃） 30.10 35.30 39.20 36.30 - - - -
計測深度(-m） 3.85 5.00 10.00 15.00 20.00 25.00 25.87 -
深度（GL.-m） 3.02 4.17 9.17 14.17 19.17 24.17 25.04 -
水温（℃） 22.30 24.40 26.80 28.40 27.60 25.00 24.40 -
計測深度(-m） 2.09 5.00 10.00 12.77 - - - -
深度（GL.-m） 0.89 3.80 8.80 11.57 - - - -
水温（℃） 10.10 12.40 12.60 12.10 - - - -
計測深度(-m） 2.57 5.00 10.00 15.00 20.00 25.00 30.00 30.18
深度（GL.-m） 2.04 4.47 9.47 14.47 19.47 24.47 29.47 29.65
水温（℃） 14.00 21.50 24.70 26.50 24.70 23.10 20.80 20.50
計測深度(-m） 2.70 5.00 10.00 15.00 20.00 23.10 - -
深度（GL.-m） 2.34 4.64 9.64 14.64 19.64 22.74 - -
水温（℃） 20.60 24.10 27.40 31.20 31.30 28.30 - -
計測深度(-m） 1.79 5.00 10.00 15.00 19.52 - - -
深度（GL.-m） 1.21 4.42 9.42 14.42 18.94 - - -
水温（℃） 11.70 17.20 18.70 22.60 24.00 - - -
計測深度(-m） 2.76 5.00 10.00 15.00 20.00 25.00 27.60 -
深度（GL.-m） 2.21 4.45 9.45 14.45 19.45 24.45 27.05 -
水温（℃） 33.00 40.90 44.20 38.70 28.60 21.90 19.80 -
計測深度(-m） 3.79 5.00 10.00 15.00 15.76 - - -
深度（GL.-m） 3.32 4.53 9.53 14.53 15.29 - - -
水温（℃） 36.40 39.80 44.80 39.00 35.00 - - -
計測深度(-m） 3.15 5.00 7.43 - - - - -
深度（GL.-m） 2.42 4.27 6.70 - - - - -
水温（℃） 6.10 14.10 18.90 - - - - -

H16-7

H16-8

H16-9a

H16-1a

H16-1b

H16-2a

H16-2b

H16-3

H16-4

H16-5

H16-6

No.1

H16-9b

H16-10

H16-11

H16-12

H16-13

H16-14

H16-15

No.2

No.3

No.4

No.5

No.6

16.66 1.09

16.7 1.09

18.57 0.47

18.59 0.47

20.42 0.55

21 0.92

18.53 0.59

35.39 0.88

21.83 0.69

29.62 0.82

20.62 0.55

20.94 0.51

21.35 0.76

20.36 0.85

19.05 1.08

19.18 0.65

20.38 0.83

16.79 1.20

19.23 0.55

19.11 0.53

19.85 0.36

測　　　定　　　値

20.83 0.47

20.02 0.73

18.82 0.58
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4-4-2 地下水分析結果 

各観測井戸から採取した保有水及び地下水試料について、室内分析を行った。その結果の

概要を以下に示す。 

 

1) 地下水等検査項目基準との対比 

揮発性有機化合物，重金属類，農薬類および BOD については「一般廃棄物の最終処分場及

び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令」や「同省令別表２」に示され

ている地下水等検査項目基準と今回の分析した結果を対比した。 

地下水等検査項目基準と対比した分析結果を表 4-4-3 に示し、その結果の概要を以下に述

べる。 

 

(1) 揮発性有機化合物 

  揮発性有機化合物のうち、ｼｽ-1,2-ジクロロエチレン，ベンゼンおよびトリクロロエ

チレンが検出されたが、その他の項目は不検出であった。 

  ｼｽ-1,2-ジクロロエチレンが、No.5 観測井戸において地下水等検査項目基準値

（0.04mg/L）を超過した。 

  ベンゼンは、H16-1a，H16-1b，H16-2a，H16-2b，H16-7，H16-9a，H16-9b，H16-15 以

外の全ての観測井戸において検出されたが、地下水等検査項目基準値（0.1mg/L）以

下であった 。 

  トリクロロエチレンは､No.5 観測井戸で検出されたが､地下水等検査項目基準値

(0.03mg/L)以下であった。 

 

(2) 重金属類 

  重金属類のうち、六価クロム，セレン，鉛および砒素が検出されたが、その他の項目

は不検出であった。 

  六価クロムは、H16-11，H16-13，No.5 および No.6 の観測井戸において検出されたが、

地下水等検査項目基準値(0.05mg/L)以下であった。 

  セレンは、H16-12 および H16-14 の観測井戸において検出されたが、地下水等検査項

目基準値(0.01mg/L)以下であった。 

  鉛は、H16-8 の観測井戸において検出されたが,地下水等検査項目基準値（0.01mg/L） 

以下であった。 

  砒素は、周辺地盤中に設置した H16-1a，H16-2b および H16-15 以外の全ての観測井戸

で検出されたが、検出された濃度は低く、このうち、H16-9b において地下水等検査

項目基準値（0.01mg/L）をわずかに超過した。 

 

(3) 農薬類 

  農薬類は、全ての観測井戸で不検出であった。 
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(4) BOD 

  BOD は、全ての観測井戸で検出された。このうち、H16-5，H16-9a，H16-11，H16-12，

H16-13，H16-14，H16-15，No.2，No.3，No.5，No.6 および No.7 の観測井戸で、地下

水等検査項目基準値（20mg/L）を超過した。 

 

2) 環境基準との対比 

揮発性有機化合物，重金属類および農薬類については、「地下水に含まれる調査対象物質の

量の測定方法を定める件（平成 15 年環境省告示 17号）」，「地下水の水質汚濁に係る環境基準

について（平成 9 年環境庁告示 10 号）の別表 1」に、ダイオキシン類については、「ダイオ

キシン類による大気、水質の汚濁（水底の汚染を含む）及び土壌の汚染に係る基準」（平成

14 年環境省告示 46号）に示されている環境基準と今回の分析結果を対比した。 

環境基準と対比した分析結果を表 4-4-4 に示す。 

 

(1) 揮発性有機化合物 

  廃棄物層中の保有水ではｼｽ-1,2-ジクロロエチレン，ベンゼンおよびトリクロロエチ

レンが検出されたが、その他項目や周辺地盤中の地下水では不検出であった。 

  ｼｽ-1,2-ジクロロエチレンが、No.5 観測井戸において環境基準値（0.04mg/L）を超過

した。 

  ベンゼンは、H16-2b，H16-7，H16-9b 以外の全ての観測井戸において検出されたが、

環境基準値（0.1mg/L）以下であった 。 

  トリクロロエチレンは、No.5 観測井戸で検出されたが､環境基準値(0.03mg/L)以下で

あった。 

 

(2) 重金属等 

  重金属類のうち、六価クロム，セレン，鉛，砒素，ふっ素，ほう素および硝酸及び亜

硝酸態窒素が検出されたが、その他の項目は不検出であった。 

  六価クロムは、H16-11，H16-13，No.5 および No.6 の観測井戸において検出されたが、

環境基準値(0.05mg/L)以下であった。 

  セレンは、H16-12 および H16-14 の観測井戸において検出されたが、環境基準値

(0.01mg/L)以下であった。 

  鉛は、H16-8 の観測井戸において検出されたが、環境基準値（0.01mg/L） 以下であ

った。 

  砒素は、H16-2b 以外の廃棄物層中に設置した全観測井戸で検出されたが、検出され

た濃度は低く、このうち、H16-9b において環境基準値（0.01mg/L）をわずかに超過

した。 

  ふっ素は、廃棄物層中に設置した全観測井戸において検出された。このうち、H16-4，

H16-5，H16-6，H16-7，H16-8，H16-9b，H16-10，H16-11，H16-12，H16-13，H16-14，

No.3，No.5，No.6 および No.7 において、環境基準値(0.8mg/L)を超過した。 

  ほう素は、周辺地盤中に設置した観測井戸の H16-1a，H16-1b で不検出であったが、
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その他の観測井戸で検出され、このうち、周辺地盤中に設置した観測井戸 H16-2a と

H16-15 以外では環境基準値(1mg/L)を超過した。 

  硝酸および亜硝酸態窒素は、周辺地盤中に設置した H16-1a で検出されたが、環境基

準値(10mg/L)以下であった。 

 

(3) 農薬類 

  農薬類は、全ての観測井戸において、不検出であった。 

 

(4) ダイオキシン類 

  ダイオキシン類は、全ての観測井戸で検出された。このうち、廃棄物層中に設置した

観測井戸 H16-5、H16-6、H16-7、H16-11、H16-13、および No.5 で環境基準値（1pg-TEQ/L）

を超過した。ただし、H16-11、H16-13、および No.5 の 3 地点は共存物質の妨害によ

り検液量が他の試料と異なり定量下限値が高く設定されたため、参考程度と考えるも

のとした。 

 

3) 放流水基準との対比 

揮発性有機化合物，重金属類，農薬類および BOD 等の有機物については、「一般廃棄物の最

終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令，別表 1」に、ダイ

オキシン類については、ダイオキシン類については、「ダイオキシン類対策特別設置法施行規

則（平成 11 年総理府令 67 号）別表 2」に示されている放流水基準と今回の分析結果を対比

した。 

放流水基準と対比した分析結果を表 4-4-5 に示し、その概要を以下に述べる。 

 

(1) 揮発性有機化合物 

  廃棄物層中の保有水ではｼｽ-1,2-ジクロロエチレン，ベンゼンおよびトリクロロエチ

レンが検出されたが、その他項目や周辺地盤中の地下水では不検出であった。 

  ｼｽ-1,2-ジクロロエチレンは、No.5 で、放流水基準値（0.4mg/L）を超過したが、そ

の地点以外の地点では、不検出であった。 

  ベンゼンは、ほとんどの廃棄物層中に設置した全ての観測井戸から検出されたが、放

流水基準値（0.1mg/L）以下であった。 

  トリクロロエチレンは、No.5 で検出されたが、放流水基準値（0.3mg/L）以下であっ

た。 

 

(2) 重金属等 

  重金属類のうち、六価クロム，セレン，鉛，砒素，ふっ素，ほう素および硝酸及び亜

硝酸態窒素が検出されたが、その他の項目は不検出であった。 

  六価クロムは、H16-11，H16-13，No.5 および No.6 の観測井戸において検出されたが、

放流水基準値(0.1mg/L)以下であった。 

  セレンは、H16-12 および H16-14 の観測井戸において検出されたが、放流水基準値
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(0.1mg/L)以下であった。 

  鉛は、H16-8 の観測井戸において検出されたが、放流水基準値（0.1mg/L） 以下であ

った。 

  砒素は、廃棄物層中の保有水を対象とした観測井戸のほとんどから検出されたが、放

流水基準値 0.1mg/L）以下であった。また、砒素は、周辺地盤中の地下水を対象とし

た観測井戸の H16-1b，H16-2a，H16-9a においても検出されたが、放流水基準値以下

であった。 

  ふっ素は、全ての観測井戸で検出されたが、全試料とも放流水基準値（8mg/L）以下

であった。 

  ほう素は、ほとんどの井戸で検出されており、H16-11、H16-13、および No.5 の廃棄

物層中に設置した観測井戸で、放流水基準値（10mg/L）を超過した。 

 

(3) 農薬類 

  農薬類は、全ての観測井戸において、不検出であった。 

 

(4) ダイオキシン類 

  ダイオキシン類は、廃棄物層，周辺地盤の対象を問わず、全ての観測井戸で検出され

たが、放流水基準値（10pg-TEQ/L）以下であった。 

 

(5) その他 

  BOD は、H16-13 および No.5 において、放流水基準（60mg/L）を超過した。 

  COD は、H16-10，H16-11，H16-13，No.5 および No.6 において、放流水基準(90mg/L) を

超過した。 

  SS は、全ての観測井戸において、放流水基準(60mg/L) 以下であった。 
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4) 地下水溶存成分分析結果 

表 4-1-5 に示した観測井戸の保有水や地下水を対象にナトリウムイオン，カリウムイオン，

カルシウムイオン，マグネシウムイオン，塩化物イオン，重炭酸イオン、硫酸イオンおよび

硝酸イオンについて濃度分析を行い（表 4-4-6）、ヘキサダイアグラムを作成し、水質パター

ンを整理した（図 4-4-2）。 

ヘキサダイアグラムからは大局的に下記の４つの水質パターンに区分（表 4-4-7）するこ

とができ、浅層地下水では「ピートストックエリア、旧工区」と「新工区」の保有水との水

質が異なることが明らかになった。 

 

表 4-4-7  保有水及び地下水の水質パターン一覧表 

水質パターン 

ﾊﾟﾀｰﾝ 模式ﾍｷｻﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑ 
特 徴 傾 向 

Ⅰ 

 

ナトリウムイオン＋カリウ
ムイオンに富み、重炭酸イ
オンに富む 

H16-8 孔，H16-10 孔，
No.3 など旧工区とピ
ートストックエリア
に多い。 

Ⅱ 

 

ナトリウムイオン＋カリウ
ムイオン及びマグネシウム
イオンに富み、重炭酸イオ
ンに富む 

H16-11 孔， No.7 など
新工区に多い。 

Ⅲ 

 

カルシウムイオンに富み、
重炭酸イオンに富む 

No.1，H16-15，Loc.2，
Loc.4 など場外の盛
土層や沖積層および
基盤岩に多い。 

Ⅳ 

 

など

その他の水質パターン（カ
ルシウムイオン－硫酸イオ
ン、ナトリウムイオン・カ
ルシウムイオン－重炭酸イ
オン・硫酸イオン、ナトリ
ウムイオン・カリウムイオ
ン－硫酸イオン・塩化物イ
オン、ナトリウムイオン・
カリウムイオン－塩化物イ
オンに比較的富む） 

Loc.1，H16-5，H16-9b，
No.2 など廃棄物層や
下流の沖積層にまれ
に見られる。 

 

 

Na+K     Cl

Ca     HCO3

Mg     SO4(+NO3)

No. H16-10 ｐＨ＝ 7.6 EC＝ 262.0

60.0 40.0 20.0 0.0 20.0 40.0 60.0

Na+K     Cl

Ca     HCO3

Mg     SO4(+NO3)

No. H16-13 ｐＨ＝ 7.3 EC＝ 864.0

60.0 40.0 20.0 0.0 20.0 40.0 60.0

Na+K     Cl

Ca     HCO3

Mg     SO4(+NO3)

No. No.1 ｐＨ＝ 6.9 EC＝ 0.0

60.0 40.0 20.0 0.0 20.0 40.0 60.0

Na+K     Cl

Ca     HCO3

Mg     SO4(+NO3)

No. No.2 ｐＨ＝ 7.1 EC＝ 205.0

60.0 40.0 20.0 0.0 20.0 40.0 60.0

Na+K     Cl

Ca     HCO3

Mg     SO4(+NO3)

No. H16-5 ｐＨ＝ 7.0 EC＝ 250.0

60.0 40.0 20.0 0.0 20.0 40.0 60.0
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図 4-4-2（1）  地下水水質ヘキサダイアグラム 
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図 4-4-2（2）  地下水水質ヘキサダイアグラム 

 

 



4-94 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-4-2（3）  地下水水質ヘキサダイアグラム 

（H15 年度調査時の水質データを使用） 
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4-5 発生ガス調査 

地下水試料を採取した観測井戸を対象に、事前に概略の孔内の発生ガス流量および発生ガ

スの現場測定を行った。 

 

4-5-1 発生ガス簡易流量測定結果 

孔内ガスの簡易流量測定の結果を表 4-5-1 に示す。 

測定の結果、下記のことが明らかになった。 

 

  H16-3 孔，H16-4 孔，H16-6 孔，H16-10 孔，H16-11 孔，H16-13 孔および H16-14 孔でガ

スの発生が確認された。 

  これらの中で、特に、H16-10 孔および H16-13 孔のガス試料で毎分 2 リットルを超える

量のガスが発生していた。 

 

表 4-5-1  観測井戸孔内ガス簡易流量測定結果一覧表 

                    平成 17 年 1 月 12 日測定 

流量（L) 流量 
井戸区分 孔番 

1min 2min 3min (L/min) 

H16-1a 0.00 0.00 0.00 0

H16-１b 0.00 0.00 0.00 0

H16-2a 0.00 0.00 0.00 0

H16-2b 0.00 0.00 0.00 0

H16-3 0.55 1.12 1.78 0.59

H16-4 0.85 - - 0.85

H16-5 0.00 0.00 0.00 0

H16-6 0.29 0.94 0.95 0.32

H16-7 0.00 0.00 0.00 0

H16-8 0.00 0.00 0.00 0

H16-9a 0.00 0.00 0.00 0

H16-9b 0.00 0.00 0.00 0

H16-10 3.02 6.05 8.67 2.89

H16-11 0.28 1.00 1.81 0.60

H16-12 0.00 0.00 0.00 0

H16-13 3.00 5.70 - 2.85

H16-14 0.22 0.24 0.34 0.23

新
設
観
測
井
戸
（
本
業
務
） 

H16-15 0.00 0.00 0.00 0

No.2 0.00 0.00 0.00 0

No.3 0.00 0.00 0.00 0

No.5 0.00 0.00 0.00 0

No.6 0.00 0.00 0.00 0

既
設
観
測
井
戸 No.7 0.00 0.00 0.00 0

※着色部：周辺地盤（基盤岩、沖積層、盛土層）を対象とした観測井戸 
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4-5-2 孔内ガス濃度測定結果 

孔内ガスの濃度測定を行った結果を表 4-5-2 に示す。 

測定の結果、以下のことが明らかになった。 

 

  硫化水素濃度は､H16-10 孔および H16-11 孔のガス試料において、それぞれ 440ppm，

860ppm と高い値を示した。 

  可燃性ガス（メタン）は、H16-10 孔のガス試料で 50％ を超える値を示した。H16-12

孔のガス試料では､26％と検出されているものの、表層ガス等調査で確認されている濃

度以下であった。 

  周辺地盤を対象とした観測井戸の H16-1a，H16-9a および H16-15 から採取したガス試

料で硫化水素が検出された。ただし、ガスは噴出するほどの量はなかった（表 4-5-1

で周辺地盤はガス流量 0 L/min）。 

 

表 4-5-2  発生ガス濃度測定結果一覧 

一酸化炭素 二酸化炭素 酸素 アンモニア 硫化水素 
測定項目 

CO CO2 O2 NH3 H2S 
可燃性ガス

単位 ppm % ％ ppm ppm ％ 

H16-1a 3.0 14.0 11.0 0.0 14.0 15.0 

H16-1b 1.0 3.6 17.5 0.0 2.5 0.0 

H16-2a 0.0 21.0 10.0 0.0 0.0 11.9 

H16-2b 0.0 4.0 15.4 0.0 0.0 0.0 

H16-3 12.0 24.0 5.0 0.0 110 27.0 

H16-4 1.0 12.0 6.0 0.0 5.0 37.0 

H16-5 0.0 4.0 15.0 0.0 0.0 6.4 

H16-6 2.5 2.0 6.5 0.0 14.0 37.0 

H16-7 2.0 2.0 9.0 0.0 12.0 11.5 

H16-8 1.0 2.2 16.0 0.0 1.0 14.0 

H16-9a 2.5 2.0 15.0 0.0 17.5 8.4 

H16-9b 1.0 2.0 16.9 0.0 6.5 0.0 

H16-10 30.0 4.0 2.9 0.0 440 60.0 

H16-11 210.0 22.0 3.5 0.0 860 36.0 

H16-12 10.0 4.0 8.0 0.0 100 26.0 

H16-13 5.0 36.0 1.0 0.0 30.5 45.0 

H16-14 1.0 3.0 9.0 0.0 1.0 3.8 

新
設
観
測
井
戸
（
本
業
務
） 

H16-15 1.0 3.6 11.2 0.0 2.5 1.5 

No.2 3.0 2.0 10.5 0.0 24.0 19.4 

No.3 13.0 2.4 7.5 0.0 36.0 35.0 

No.5 5.0 16.0 5.3 0.0 20.0 30.0 

No.6 5.0 5.0 8.5 0.0 40.0 27.0 

既
設
観
測
井
戸 

No.7 6.0 13.0 4.8 0.0 46.0 37.0 

※着色部：周辺地盤（基盤岩、沖積層、盛土層）を対象とした観測井戸 


